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冷ユーザースガイド基本編4章恼つたときには J で調べる 

▼ 

-ブラザーのヴポートヴイト 

にアクセスして、最新の情報を調べる 


サポートブラザー 


http://solutions.brother.co.jp/ 



づ—け" 一 ザ巧 nJT オンラインユ—ザ—登録をお勧めします。 
ソブブ ■ ゾ 1 术 ■ ツク https://myportal.brother.co.jp/ 

ご登録いただくと、製品をより快適にご使用いただくための情報をいち 
早くお届けします。 
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本ガイドの表記 


I マークについて 

本文中では、マークじついてじ(下のようじ表記しています。 



本製品をお使いになるにあたって、守っていたださたいことびらを説明していま 
す。 

••OSH 

本製品の操作手順に関する補足情報を説明しています。 

与 XXX ぺージ 
「 XXX 」 

参照先を記載しています。（ XXX はページ、参照先） 

< xxx > 

操作パネル上のボタンを表しています。（ XXX はボタン名） 

【 XXX 】 

液晶ディスプレイに表示される項目や入力文字などを表しています。（ XXX は項目 
名や入力文字） 


I 編集な5びに出版における通告 

本ガイドならびじ本製品の仕様は予告なく変更されることがあります。 

ブラザーエ業株式会社は、本ガイドに掲載された仕様ならびじ資料を予告なしじ変更する権利を有します。ま 
た提示されている資料に依拠したため生じた損害（間接的損害を含む）じ対しては、出版物に含まれる誤植そ 
の他の誤りを含め、一切の責任を負いません。 
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を化にかかわる設定 


機能にあわせて使用ずるトレイを選択する 


機能じよって使用するトレイを設定することができます。給紙するトレイに優先順位をつける場合は 、 「A 
目」を選択ずると A トレイ、目トレイの順に記録紙を給紙します。 


【メニュー】一【基本設定】一【トレ 
イ設定】を押したあと、設定ずる内 
容を選ぶ 

表の「操作の入り□」を参照してください。 


2 言己録紙トレイを選ぶ 


3 く停止/終了>を押ず 


機能の種類 

内容 

操作の入り □ 

コピー 

コピーするとさに使用する記録紙トレイを選択します。 

-原稿台ガラスからコピーする場合 
優先順位をつけている場合、優先されるトレイに記録紙びな 
くなったとさは自動的に優先順位の低いトレイから給紙さ 
れます。 

- ADF (自動原稿送り装置）からコピーする場合 
原稿サイズが A 4 の場合、優先順位に関係なく A 4 び設定さ 
れているトレイから給紙されます。 

【トレイ選択：コピー】 

ファクス 

受信したファクスを印刷するとさに使用する記録紙トレイを選 
択します。 

-記録紙が記録紙トレイにない場合 
「記録紙を送れません」び表示されて印刷することびでさな 
くなります。^ユーヴーズガイド基本編「困ったとさに 
は」を参照してください。 

【トレイ選択：ファクス】 

プ U ンター 

コンピューターに接続してプリンターとして使用するとさの記 
録紙トレイを選択します。 

-設定した内容とプリンタードライバーの記録紙トレイの設 
定び一致していない場合 
プリンタードライバーの設定が優先されます。 

ただし、プ U ンタードライバーの鼓定び「自動選択」の場合 
に本製品で r 記録紙トレイ#1のみ」「多目的トレイのみ」「言己 
録紙トレイ#2のみ」び設定されているとさは、これらの卜 
レイび優先されます。 

【トレイ選択：プ U ンター】 


記録紙設定 
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第 1 章全体にかかわる設定 


電話回線設定 


手動で回線種別を設定する 


自動で回線種別を設定できなかったときや、引越し 
などで電話がかか6なくなったときは、じ(下の手順 
で、利用中の電話回線じ合わせて設定します。 

1 【メニユー】一【初期設定】一【回線 
種別設定】を巧ず 

2 回線種別を選ぶ 


3 く停止/終了>を巧す 

参プッシュ回線またはに DN 回線をお使いの場合は、 
「プッシュ回線」を選択してください。 

•ひかり電話をお使いの場合は「プッシュ回線」を選 
択してください。 

•設定を間違えると、間違った相手にかかったり、ファ 
クスが送信できないことがありますのでごを意<だ 
さい。 

参 IP 電話対応機器 （ ADSL モデム、ルーター、 IP フォン 
アダプタなど）に本製品を接続する場合 
本製品の回線種別設定は、電話会社と契約している 
回線種別に手動で設定して<ださい。回線種別を自 
動で設定した場合、「110」、「119」やフリーダイ^ 
ルなどに電話をかけられなかったり、ファクスの送 
信ができなくなる場合があります。 


利用中の電話回線の種別を調べる 


回線種別は、次の手順で調べることができます。も 
し、分か6ないときは、ご利用の電話会社にお問い 
合わせください。 


これまで 

お使いの 

電話機は？ 





押しボタン式 回転ダイヤル式 


ダイヤルした 
とさの受話器 
からの音は？ 


「ピッポッパ」 
と音びする 


「ピッポッパ」 
と音びしない 


お使いの電話 
回線はちの 
とおりです。 



プッシュ回線 ダイヤル回線 



古 


本製品を 20PPS に設定して 
177 (天気予報）にかける 
<通話料びかかります> 

つなびらない つなびる 


^ ^ ** 


ダイヤル 
回線] OPPS 

(し言又も 


ダイヤル 
回線 20PPS 

に言又も 




参構内交換機など一般と異なる回線(こつないでいる場 
合は、自動設定できないときがあります。 

参一度自動設定すると電源を入れ直してち再度、回線 
種別の自動設定は行われません。設定し直したいと 
きは、手動で設定を変更してください。 
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全体にかかわる設定 


フアクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 
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第 1 章全体にかかわる設定 


音量設定 


I 着信音量を設定する 

呼化べルの音量を調節します。 


1 【メニユ ー 】 -► 【基本設定】一障量 
- ^【着信音量】を巧ず 


2 音量を選ぶ 


3 く停止/終了>を巧す 


■ ボタン確認音量を設定ずる 

しザタン確認音量&ブザー音量） ^ 

ボタン確認音（ダイ七ルボタンなどを押したときに 
鳴る音）やブザー音（間違った操作をしたとき、紙 
づまりなど本製品に異常が起きたとき、ファクス送 
受信が終了したときに鳴る音)の音量を調節します。 


1 【メニュ ー 】 -► 【基本設定】一【音量】 
一【ボタン確認音量】を押ず 


2 音量を選ぶ 


3 く停止/終了>を押す 

【切】（ボタン確認音なし）を選んでも、エラーのときは 
ブザー音が鳴ります。 


I スピーカー音量を設定する 

手動でファクスを送信するとき、相手から「ピー」 
という音が聞こえる場合の音量を調節します。 


1 【メニュ ー 】 -► 【基本設定】一【音量】 
一【スピーカー音量】を巧す 


2 音量を選ぶ 


3 く停止/終了>を押ず 


I ファクス無鳴動受信を設定する 

電話がかかってきたときだけ着信音を鳴6して、ファ 
クスを受信したときは着信音を鳴らさないようじし 
ます。 


1 【メニュー】一【ファクス】一【受信 
設定】一【ファクス無鳴動受信】を押す 


2 【オン】を巧ず 


3 く停止/終了>を押す 
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ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 
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第 1 章全体にかかわる設定 


省エネ設定 


I トナーを節約ずる C トナー節約モード） 

トナーを節約したいときは、【トナー節約モード】を 
【オン】じ設をします。【オン】じ設定すると EP 字が 
薄くなります。 


1 【メニュー】一【基本設定】一【省エ 
ネモード】一【トナー節約モード】を 
押ず 


2 【オン】を押ず 


3 く停止/終了>を巧ず 


■ スリープモードに入る時間を設定する 
〔スリープモード） 

本製品は、受信したファクスの出力や EP 刷、コピー 
がすぐに開始できるよう常に一定の電気を供給して 
います。スリープモードは、設をした時間内にファ 
クスの受信や EP 刷、コピーが行われなかったときに 
スリープ状態じして消費電力を減6します。ただし、 
ファクスの送受信じは影響ありません。 


1 【メニュー】一【基本設定】一【省エ 
ネモード】一【スリープモード】を押す 


2 画面に表示されているテン夺一、ま 
たは操作パネルのダイヤルボタンで 
スリープモードになるまでの時間を 
設定して、 【0 K 】 を押ず 

分単位で設定します。 


3 く停止/終了>を押ず 

- 

スリープモードのときに、コピーや巧刷をしようとする 
と、ウォーミングアップのために約30秒かかります。 
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第 1 章全体にかかわる設定 


液晶ディスプレイ設定 


■ 液晶ディスプレイの明るさを調整ず 

^ _I 

液晶ディスプレイが見えじくいときは、明るさを調 
整します。 


1 【メニュー】一【基本設定】一【画面 
の設定】一【画面の明るさ】を巧ず 


2 明るさを選ぶ 


3 く停止/終了>を巧ず 


I 照明ダウンタイマーを設定ずる 

液晶ディスプレイのバックライトを暗くするまでの 
時間を設定します。（暗くなっても画面の表示は確 

【切】を選択すると、バックライトが常時点灯します。 


1 【メニュ ー 】一【基本設定】一【画面 
の設定】一【照明ダウンタイマー】を 
巧ず 


2 時間を選ぶ 


3 く停止/終了>を巧す 


■ 液晶デイスプレイの表示言語を設定する 
〔 En 卽 sh •日本語） 

液晶ディスプレイ(こ表示される言語を、英語に切り 
替えることができます。 


1 【メニュー】一【初期設定】一【表示 
言語】を押ず 


2 【 English 】 を巧ず 


3 く停止/終了>を押ず 

- 

英語(こよる説明をじ(下に示します。 

This settin 呂 allows you to chan 呂 e LCD 
Ian 呂 ua 呂 e to En 呂 lish. 

1Press 【メニユ ー】 一【初期設定】一【表示言語】 

2 Press English 】 

3 Press く停止/終了 > to exit 
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全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 
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第 1 章全体にかかわる設定 


モ—ド設定 


操作パネルのモード選択ボタンでファクス、コピー、ス丰ヤンのをモードを選択することができます。現在選 
択されているモード選択ボタンは青色に点灯します。 


モードタイマーを設定する 


をモードで操作後、自動的にファクスモード(こ戻る 
時間を設定することができます。【切】を選択する 
と、最後に使ったモードを維持します。 


【メニュー】一【基本設定】 
ドタイマー】を巧ず 


【モー 


2 時間を選ぶ 


3 く停止/終了>を巧す 


日付-時刻設定 


日付•時刻を合わせる厮計セット) 


現在の日付と時刻を合わせます。この日付と時刻は 
液晶ディスプレイ1こ表示されます。また、ファクス 
送信したとき、発信元登録がされていれば相手側の 
記録紙にも日付と時刻が EP 刷されます。 

1 【メニュー】一【初期設定】一【時計 
セット】一【時計セット】を押す 

2 m 下の手順で日付と時刻を設定する 

1年号（西暦の下2お）を入力一に K】 

例： 2011年の場合は「11」 

2月に做を入力一に K】 

例： 8月の場合は「08」 

3日付 （2 お）を入力一に" 

例： 21日の場合はに1」 

4時刻に4時間制）を入力一に K】 

例：午後3時25分の場合は「1525」 


3 く停止/終了>を巧す 

参時刻はあ<まで目安ですので、気になるときは1ヶ月 
おきに合わせて < ださい。 

参60時間 L ソ上停電した場合は、日付と時刻の再設定を 
してください。 


タイムゾーンを設定する 


お住まいの国のタイムゾーンを設定します。ここで 
設定される値は、世界標準時間との時差じなります。 
(例：日本 UTC +9:00) 

ここで設定したタイムゾーンは、インターネット経 
由で送信したドキュメントじ使用されます。 

1 【メニュー】一【初期設定】一【時計 
セット】一【タイムゾーン】を巧ず 

2 【―】または【+】でタイムゾーンを 

選択して、 【 OK 】 を押ず 

30分ずつ時差が増減します。 

ス く停止/終了 >を押ず 

- 

参 UTC (協定世界時） 

GMT (グリニッジ標準時）とほぼ同じ時刻ですが、 
全世界で持刻を記録する際に使われる公式な世界標 
準時刻のことで、1972年1月1日より使用されていま 
す。 

参お使いのウェブブラウザーを使って設定することも 
できまず。詳しくはづユーザーズガイドネットワー 
ク操作編「5章ウてブブラウザーで管理する」を参照 
してください。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


フアクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 













































第 1 章全体にかかわる設定 


■ J テイ設定 


パスワードを登録して設定変更を制限したり、ユーザーごとじ利用できる機能を制限したりすることができます。 

I セキュリティ機能の種類 

本製品のセキュリティ機能はじ(下の2種類があります。使用を制限したい内容じあわせて種類を選択してくださ 
い。 

参パスワードが登録済みの場合、再登録の必要はありません。 

参登録したパスワードを忘れてしまったときは、お客様相談窓□へご連絡ください。 


機能 

対象 

制限される内容 

参照 

セキュリティ 
設定□ック 

すべてのュー 
ヴー 

設定変更でさ 
る機能を制限 

•曰付 
-時刻 

-発信元登録 

-電話帳設定（ワンタッチ•短 
縮•グループダイヤル） 

• モードタイマー 
-記録紙（タイプ-サイズ） 

• 音量（着信•ボタン確認音•ス 
ピーカー） 

-省エネモード （ トナー節約 
モード-スリープモード） 

-液晶ディスプレイのコントラ 
スト 

• セキュリティ設定□ック 
-セキュリティ機能□ック 
-ダイヤル制限機能 
-トレイ選択 

-プリンター (エミュレーシヨ 
ン*両面印刷-カフー印刷•プ 
リンターリセット•補正頻度） 
•ネットワーク設定 （ TCP/IP • 
イーサネット-ネットワーク 
設定 IJ セット） 

-受信モード 
-回線種別設定 
-ダイヤルトーン設定 
-特別回線対応 
-ナンバープレフィックス 
• U セット 

与14ページ「設定 
変更できる機能を 
制限する〔セキユリ 
ティ設定□ツク〕」 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 
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第 1 章全体にかかわる設定 


機能 

巧象 

制限される内容 

参照 

セキユ U テイ 
機能□ツク 

登録したュー 
ヴーに5人ま 
で）または一 
般ユーヴー 

使用でさる機 
能を制限 

-ファクス送信 
-ファクス受信 
•コピ_ 

- US 目 ダイレクトプリント 
• スキヤン 
-プリント 
-カラー 印刷 

与15ぺージ「使用 
でさる機能を制限 
する〔セキユリ 
ティ機能□ツク]」 


設定変更できる機能を制限する C セキュリティ設定□ック） 


セ丰ュリティ設定□、ソク機能の設定の流れを説明します。 

STEP 1パスワードを登録する 

セ丰ュリティ設定□、ソクを管理するためのパスワードを登録します C 
与14ぺージ「パスワードを登録する」 


STEP 2設定をオンにする 

セ丰ュリティ設を□、ソクを有劾じします。 

与14ページ「セキュリティ設定□、ソクをオンじする」 


パスワードを登録する 


1 【メニユー】一【基本設定】一【セ夺ユ 
リティ】一【セ夺ユリティ設定□ッ 
ク】を押ず 

2 m 下の手順でノくスワードを入力ずる 

1画面に表示されているテンキーでパスワー 
ド （4 お）を入力一に K】 

2再度パスワードを入力一に K】 

3 く停止/終了>を巧ず 


セキュリティ設定□ックをオンにする 

1 【メニュー】一【基本設定】一【セ夺ュ 
リティ】一【セ夺ュリティ設定□ッ 
ク】一【□ックオフ与オン】を巧ず 

2 画面に表示されているテン夺一でパ 
スワード （4 衍）を入力して、に K 】 
を巧ず 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


フアクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
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第 1 章全体にかかわる設定 


パスワードを変更する 


1 【メニュー】一【基本設定】一【セ夺ュ 
リティ】一【セ夺ュリティ設定□ッ 
ク】一【パスワード設定】を巧ず 

2 下の手順でノなワードを変更ずる 
1登録済みパスワード （4 衍）を入力一 
に" 

2新しいパスワード （4 お）を入力一に K】 
3再度新しし、パスワード （4 お）を入力一 
に" 

3 く停止/終了>を押ず 


セキュリティ設定□ックをオフにする 

1 【セ夺ュリティ設定□ック】を巧ず 

2 画面に表示されているテン夺一でパ 
スワード （4 お）を入力して、に K 】 
を巧す 


使用できる機能を制限ずる C セキュリティ機能□ック） 


ユーザーごとまたは一般ユーザー用（個別に登録されていないユーザー）（こ使用する機能を制限します。 




•セ丰ュリティ機能□、ソクの設定やユーザー登録は、ウェブブラウザーを経由して設定を行う方まもあります。ユーザー 
ごとに出力制限、巧刷枚数制限、出力枚数のカウンター情報の管理などが行えるので便利です。詳しい操作方法は、^ 
ユーザーズガイドネットワーク操作編「5章ウェブブラウザーで管理する」を参照してください。 

参管理者だけが各ユーザーの設定□、ソクのオン/オフと制限設定または変更を行えます。設定または変更をするには管理 
者パスワードが必要です。 

•機能□、ソクがオンの場合でも、原稿濃度、ポーリング送信、送付書の設定をすることができます。ただし、ファクス送 
信が禁止に設定されている場合はすべてのファクス設定が□ックされます。 

参ポーリング受信を有効にずるには、ファクス送信とファクス受信の両方を有効にずる必要がありまず。 

•ファクス受信無効のユーザーが設定されているとき、ファクスを受信した場合はメモリに蓄積されます。その後、ファ 
クス受信が有効なユーザーじ切り替わったときに、【すべてのファクスをプリントしますか？】と表示され【はい】を 
選択すると巧刷されます。また、セ丰ュリティ機能□ックをオフにすると自動的に巧刷されます。 


STEP 1管理ちパスワードを登録する 


一般モード設定や個別ユーザーのを前とパスワードを登録するための管理者用パスワードを設定します。 
与16ぺージ「管理者パスワードを登録する」 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 
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•一般ユーザー用 


•個別 ユーザー用 


STEP 2 —般モードを設定する 


STEP 2 ユーザーを登録する 

個別に登録されていない一般ユーザーが使 
用できる機能を制限します。 

与 16 ページ「一般モードを設定:する」 

V V 

/ 

ユーザーの名前とパスワードを登録して、 
個別のユーザーごとに使用できる機能を制 
限します。 

与 >17 ぺージ「ユーザーを登録する」 

、_ J 


STEP 3 セキユ U テイ機能□ックをオンにする 

セ丰ュリティ機能□、ソクをオンにすると一般モードが有劾になります。個別ユーザー設定を有効にするにはセ丰ュリ 
ティ機能□、ソクをオンにしたあと、 STEP 4 ユーザーを切り替えるに進んでください。 

与 17 ページ「セ丰ュリテイ機能□、ソクをオン(こする」 


STEP 4 ユーザーを 切り替える 

セ丰ュリティ機能□、ソクをオン(こしている 
とき、登録した個別ユーザーじ切り替える 
ことができます。 

与 17 ぺージ「ユーザーを切り替える」 


管理者パスワードを登録する 


【メニユー】一【基本設定】一【セ夺ユ 
リテイ】一【セ夺ユリテイ機能□ツ 
ク】を巧ず 


一 般 モードを設定ずる 


【メニユー】一【基本設定】一【セ夺ユ 
リテイ】一【セ夺ユリテイ機能□ツ 
ク】一に etup ID 】 を巧ず 


3 く停止/終了>を巧す 


3 く停止/終了>を押ず 


2 下の手順でノなワードを入力する 

1画面に表示されているテンキーでパスワー 
ド （4 お）を入力一に" 

2再度パスワードを入力一に K 】 


2 m 下の手順で一般モードを設定ずる 

1管理者パスワードを入力一に K 】 

2【一般モード】を選択 
3制限したい機能を選択一【禁止】 


フ U 

US 
ン B 


引 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


フアクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


確認してほしいこと 











































第 1 章全体にかかわる設定 

ユーザーを登録する 


1 【メニユー】一【基本設定】一【セ夺ユ 
リテイ】一【セ夺ユリテイ機能□ツ 
ク】一に etup ID 】 を押ず 


2 m 下の手順でユーザーを登録ずる 

1管理者パスワードを入力一に K 】 

2【ユーザー 01】を選択 
3ユーザー名 （14 文字まで）を入力一に K 】 
同じ ユーザー をは登録できません。 

4ユーザーパスワード （4 衍）を入力一 【0 K 】 
已制限したい機能を選択一【禁止】 

- 

参複数のユーザーを登録する場合は、。で1つ前の 
画面に戻り手順2内の2〜5を繰り返してください。 

参文字入力のしかたについては61ページ「文字を入力 
する」を参照してください。 


3 く停止/終了>を巧ず 

セキュリティ機能□ックをオンにずる 


1 【メニユー】一【基本設定】一【セ夺ユ 
リテイ】一【セ夺ユリテイ機能□ツ 
ク】一【□ツクオフ与オン】を巧す 


2 管理者パスワードを入力して、に K 】 
を巧す 


ユーザーを 切り替える 


- 

一般モードへはあらかじめモードタイマーで設定した時 
間で自動的に戻ります。与12ページ「モードタイマー 
を設定する」を参照してください。また、点なしている 
モード選択ボタンを押してすぐに一般モードに切り替え 
ることわできます。 


1 【一般モード】または【ューザー名】 
-【ユーザー切替】を押ず 


2 m 下の手順でユーザーを切り替える 
1ユー ザー名を選択 
2ユー ザーパスワードを入力一 【0 K 】 

ユーザー 登録で許可された機能が使用可能 
じな LJ ます。 

プリント機能のユーザーを-パスワード入力について 
は、づユーザーズガイドパソコン活用編「プリンター 
として使う」 を参照してください。 


セキュリティ機能□ックをオフにする 


1 【一般モード】または【ューザー名】 
一【□ックオンオフ】を押ず 


2 管理者パスワードを入力して、に K 】 
を巧ず 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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ナンパー • ディスプレイ設定 


本製品では、ご利用の電話会社との契約じよって r ナ 
ンバ ー• ディスプレイサービス」をご利用いただく 
ことができます。 

I ナンパー•ディスプレイサービスとは 

電話やファクスがかかってきたときじ相手の電話番 
号が、電話に出る前に液晶ディスプレイじ表示され 
るサービスです。サービスの詳細じついては、ご利 
用されている電話会社にお問い合わせください。 

本製品ではナンバー-ディスプレイサービスでじ(下 
の機能が利用できます。 

-電話番号表示機能 

電話がかかって < ると、相手の電話番号が液晶ディ 
スプレイじ表示されます。 

• 名前表示機能 

電話帳に登録してある相手から電話がかかってく 
ると、相手の名前と電話番号が液晶ディスプレイ 
じ表示されます。 

-着信履歴機能 

電話がかかってくると、ネ目手の電話番号を記録し 
ます。 （30 件まで記録できます。31件じ(上になる 
と、古い順じ削除されます。） 

操作方まじついては与47ぺージ「ナンパー•ディ 
スプレイの着信履歴を確認/登録する」を参照して 
ください。 

- 

•本製品はネーム•ディスプレイ、および丰ャ 、ソチ ホ 
ン-ディスプレイサービスには対応していません。 

参 ISDN 回線を利用されているときは、ターミナルアダ 
プタの設定が必要です。 

• IP 電話を利用されているときは、 VoIP アダプタ （IP 
電話対応機器）の設定が必要です。 

•構内交換機 ( PBX ) に接続しているときは、ナン 
バー-ディスプレイサービスを利用できません。 

参ブランチ接続（並列接続）をしているとナンバー- 
ディスプレイは正常に動作しません。 づ安全にお使 
いいただくためじを参照してください。 

•電話回線にガスお針器やホームセ丰ュリティ装置な 
どが接続されている場合は、ナンバー•ディスプレ 
イ機能が正常(こ動作しないことがあります。 


I ナンバー-ディスプレイを設定ずる 

電話番号の表示方法はじ(下の中から選択できます。 

-【オン】 

本体の液晶ディスプレイに相手の電話番号または 
名前が表示されます。 

-【オフ】 

相手の電話番号または名前が表示されません。 

-【外付け電話優先】 

本製品に接続されている電話機に相手の電話番号 
または名前が表示されます。 


1 【メニユー】 —► 【フアクス】一【その 
他】一【ナンパーディスプレイ】を押す 


2 電話番号の表示方法を選ぶ 


3 く停止/終了>を押ず 



【外付け電話優先】で使用する場合に本製品を「自 
動切換えモード」じ設定すると、本製品と接続さ 
れている電話機の仕様じより、ナンバー•デイス 
プレイの表示時間が短くなる電話機があります。 


- 

•ナンバー•ディスプレイサービスを利用するには、電 
話会社への契約が必要です。契約していない場合は 
【オフ】にしてください。 

•ナンバー-ディスプレイサービスを本製品で利用し 
たいときは、本製品のナンバー•ディスプレイの設 
定を【オン】、本製品と接続されている電話機のナン 
パー•ディスプレイの設定を【オフ】にしてください。 

•ナンバー-ディスプレイサービスを本製品と接続さ 
れている電話機で利用したいときは、本製品のナン 
パー•ディスプレイの設定を【外付け電話優先】、本 
製品と接続されている電話機のナンバー-ディスプ 
レイの設定を【オン】にしてください。 

• 【外付け電話優先】の場合、着信履歴は本製品に残り 
ません。 


1 

か 

か 

わ 

る 

設 

定 

1 

つァ 

ク 

ス 
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信 


つァ 

ク 

ス 

1 


電 

話 

帳 

蠢 

と 

類 


転 

送 

U 

モ 

ミ 
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卜 
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プリ 

US 

巧 
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確認してほしいこと 
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フアクスを信 


便利な送信方法 


I 通話後にファクスを送信ずる 

相手と通話したあとじファクスを送信します。 


1 相手先のファクシミリのスタートを 
押しても5う 


2 原稿をセットして、くスタート>を押 
ず 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、選 
択画面で【送信】を押して<ださい。 


3 本製品に接続されている電話機の受 
話器を戻ず 

■ 他の動作中にファクス原稿を読み込む 
〔デュアルアクセス） 

ファクスの送受信中や EP 刷中でも 、 ) 欠にをりたい 
ファクス原稿の読み) A みができます。そのときも 
ファクス画質などの設定ができます。ファクス原稿 
の読み) A み中、液晶ディスプレイじは新しいジョブ 
番号が表示されます。 

ファクスを手動で送信しているときや、リアルタイム送 
信時は、次に送りたいファクス原稿の読み込みができま 
せん。 


■ 同じ原稿を数か所に送信する 
C 同報送信：！ 

指定した複数の相手に同じ原稿を送信します。送信 
先は、ダイ^ルボタンで直接入力するか、または、 
あ6かじめ登録されているワンタッチダイ^ル、短 
縮ダイ^ル、グループダイ^ルか6指定します（ダ 
イ^ルボタンで最大50か所、ワンタッチダイ^ル、 
短縮ダイ^ル、グループダイヤルと合わせて最大390 
か所まで指定できます）。 


1 ファクスモードに切り替えて、原稿 
をセツトずる 


2 【同報送信】を巧ず 


3 宛先の入力方法を選ぶ 

-直接入力：画面に表示されるテンキーで相 
手先のファクス番号を入力します。 

-電話帳：リストか6相手先を選択します。 


4 宛先を指定して、に K 】 を押ず 

同様の手順ですベての宛先を指定します。 
すべての宛先を指定し 【 OK 】 を押してくださ 
い。 


^ くモノク□スタート>を巧ず 

-原稿の読み) A みが開始され、指定した送信 
先に送信が開始されます。 

-原稿台ガラス(こ原稿をセ、ソトした場合は、 
液晶ディスプレイじ次の原稿の有無を確認 
する画面が表示されるので、液晶ディスプ 
レイの指示に従ってください。 

-すべての送信が終了すると、自動的に同報 
送信レポートが EP 刷され、待機状態に戻り 
ます。 

-同報送信レポートを確認し、「エラー」など 
で送られていない送信先じもう一度送信し 
てください。 


全体にかかわる設定 


フアクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 I 転送•リモコン 



レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 







































第 2 章ファクス送信 


- 

•送信途中で丰ャンセルするには<停止/終了>を押し 
てください。液晶ディスプレイに送信先を丰ャンセ 
ルするかどうかを確認する画面が表示されるので、液 
晶ディスプレイの表示に従ってください。 

参送信先を間違えたときは、く停止/終了>を押して最 
初から入力し直してください。 

参送信できる枚数はメモリの残量によって制限されま 
す。 

参送信先を重複して指定したときは、重複した相手先 
が自動的に削除されます。 

•原稿読み込み中に【メモリがいっぱいです】と表示 
されたらく停止/終了 >を押して中止してください。原 
稿が複数枚の場合は、くスタート>を押して読み込ま 
れた分だけ送信することちできます。 


■ 原稿を読み取りなび5送信ずる 
C リアルタイム送信） 

原稿を読み取りながら送信します。送信状況を確認 
しなが6送信できます。 

ここで変更した設定は、ファクス送信が終わると元 
じ戻ります。設定を保持することもできます。^26 
ページ「変更したファクス送信設定を保持する」 


1 ファクスモードに切り替えて、原稿 
をセツトずる 


2 【リアルタイム送信】を押ず 


3 【オン】を巧ず 


4 宛先を指定して、くスタート>を押ず 

- 

•リアルタイム送信を【オン】に設定すると、原稿は 
メモリに蓄積されません。 

参リアルタイム送信で指定できる相手先は1件です。 

•リアルタイム送信が【オン】に設定されている場合、 
ポーリング送信とタイマー送信は設定することがで 
きません。 


参原稿台ガラスからの送信の場合、原稿は1枚しか送信 
できません。 

参原稿台ガラスから送信する場合は、自動再ダイヤル 
はされません。 

• メモリがいっぱいになると、【オフ】に設定されてい 
てもリアルタイム送信されます。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 2 章ファクス送信 

I 相手の操作で原稿を送信する C ポーリング送信） 

柜手側のファクシミリか6の操作で、本製品にセットした原稿を自動的に送信します。これを「ポーリング送 
信」といいます。 

- 

•相手先のファクシミリにポーリング機能がないときなどは、ポーリング送信が利用できないことがあります。また、機 
密ポーリング送信を行う場合は、相手先がブラザー製のファクシミリである必要があります。 

参ポーリング送信が終了すると、自動的に送信結果を示すポーリングレポートが印刷されます。 

参ポーリング送信の場合、通話料は相手側の負担となります。 

•ポーリング送信を解除したいときは与25ページ「ファクス送信待ちを確認または解除する」を参照してください。 

•リアルタイム送信が【オン】に設定されている場合、ポーリング送信は設定することができません。リアルタイム送信 
を【オフ】に設定してください。づ20ぺージ「原稿を読み取りながら送信する〔リアルタイム送信]」を参照してください。 


ポーリング送信の種類 


ポーリング送信の種類 

液晶ディスプレイ表示 

内容 

標準ポーリング送信 

標準 

相手側のファクシミリからの操作で、本製品にセット 
した原稿を自動的に送信します。 

機密ポーリング送信 

機密 

受信側と送信側び同じ4衍のノてスワードを使用して、 

パスワードを知っている人だけび原稿を受け取ること 
ができます。機密ポーリング送信の設定をする前に、 
受信側と4衍のパスワードを決めておく必要がありま 
す。受信側とパスワードが一致したとさだけ送信する 
ことがでさます。 


ポーリング送信する 


1 ファクスモードに切り替えて、原稿をセツトずる 


2 【ポーリング送信】を押ず 


3 ポ-リング送信の種類を選ぶ 

機密ポーリング送信は、ダイ^ルボタンでパスワード （4 巧）を入力したあと、 【 OK 】 を押す 


4 くモノク□スタート>を巧ず 

原稿台ガラスに原稿をセ、ソトした場合は、液晶ディスプレイ(こ次の原稿の有無を確認する画面が表示さ 
れるので、液晶ディスプレイの指示に従ってください。 


全体にかかわる設定 


フアクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 










































第 2 章ファクス送信 


ミ毎外へ送信ずるじ毎外送信モード） 


海外へ送信するときは、回線の状況などじよって正 
常に送信できないことがあります。このようなとき 
じは海外送信モードを【オン】じ設定してか6送信 
を行うと、通信エラーが少なくなります。 

1 ファクスモードに切り替えて、原稿 

をセツトする 

2 【ミ毎外送信モ ー K ：】 を巧す 
3 【オン】を押ず 

4 宛先を指定して、くスタート>を巧ず 

- 

参相手のファクシミリとつながるまで時間がかかるた 
めに送信できないとき、 ADF に原稿がある場合は手 
動送信で相手の「ピー」という信号音を聞いてから 
<スタート>を押して送信してください。原稿台ガラ 
スじ原稿がある場合は、くスタート > を押してから 
【送信】を押してください。 

参1回の送信が終了すると、海外送信モードの設定は、 
自動的に【オフ】に戻ります。 

•海外送信モードを【オン】にしたときは、通信速度 
が遅<なって送信時間がかかり、電話料金が高<な 
ることがあります。 


指定時刻に送信ずる C タイマー送信) 


24時間じ(内の指定した時刻に、原稿を自動的に送信 
します。 

1 ファクスモードに切り替えて、原稿 

をセツトずる 


2 

3 

4 


【タイマー送信】を押ず 


【オン】を巧ず 


送信ずる時刻を入力して、に K 】 を 
巧す 

例：午後3時5分の場合は「1505」 


I ； 宛先を指定して、くモノク□スタート> 

を押す 

- 

•タイマー送信が終了すると、自動的にタイマー通信 
レポートが巧刷され、送信結果を知らせてくれます。 

参メモリ(こ読み込める原稿枚数は原稿の内容によって 
異なります。 

•相手が話し中などで送信できなかったときは、5分お 
きに3回まで再ダイ七ルします。 

•リアルタイム送信が【オン】に設定されている場合、 
タイマー送信は設定することができません。リアル 
タイム送信を【オフ】に設定してください。 

^20ページ「原稿を読み取りながら送信する〔リア 
ルタイム送信]」を参照してください。 


メモリ内の文書を同じ相手に一括送信ずる 
〔とりまとめ送信〕 

メモリ（こ読み) A まれているタイマー送信用のメ、ソ 
セージの 中に、相手先と送信する時間が同じものが 
ある場合、1回の通信で設定された時間に送信する 
ことができます。 

1 【メニュー】一【ファクス】一陪信 
設定】一【とりまとめ送信】を押ず 

2 【オン】を巧ず 

3 く停止/終了>を押す 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 














































第 2 章ファクス送信 


便利な送信設定 


I 送信したファクスに EP 刷される自分の名前と番号を登録する C 発信元登録） 

発信元登録を行うと、ファクスを送信したとき、登録した情報（お客様の名前とファクス番号）が相手側の記 
録紙の先頭に EP 刷されます。 


- 1 - 1 - 

2011/08/211 5:25, 03 XXXXXXXX ブラザー 太郎, ぺージ01/01 


000のおネロらせ 


拝を 


平素は格別のお引立 t をいただき、厚くおネし申し上げます。 

さで、先日ご依頼のありました〇〇のカダログを送付 
いたします。巧とダ詳細にご檢討くださいますようお願い 
申し上げます。 


1 【メニュー】一【初期設定】一【発信 
元登録】 


2 m 下の手順で発信元を登録ずる 

1ファクス番号を入力一に" 

2電話番号を入力一 【0K】 

3名前を入力一にの 

••巧 D •固- 

•ファクス番号と電話番号は、20巧まで登録できます。 
カッコ「0」、八イフン「-」は登録できません。 

• 名前は20文字まで登録できます。 

•電話とファクスを同一回線 （1 番号）で使用している 
場合は、ファクス番号と電話番号が同じ番号じなり 
ますのでファクス番号を入力してください。 


3 く停止/終了>を押ず 


- 

•リモートセットアップ機能を利用すると、コンピュー 
ターから登録することもできます。詳しくは^ユー 
ザーズガイドパソコン活用編「リモートセットアッ 
プ」を参照して<ださい。 

参文字入力のしかたについてはづ61ページ「文字を入 
力する」を参照してください。 

参発信元データ（ファクス番号、電話番号、名前）を登 
録しないと、送が書を送信することはできません。送 
付書(こついては马24ページ「送が書をがけて送信す 
る」を参照してください。 


全体にかかわる設定 


フアクス送信 


フアクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 2 章ファクス送信 


1 発信元登録を消去する 


1 送付書のオリジナルコメントを登録 



■ずる 


1 【メニユー】一【初期設定】一【発信 
元登録】を押ず 

2 0(1 で字ずつ削除）一に K 】 を巧ず 

3 く停止/終了>を押ず 


送付書を付けて送信する 


ここで変更した設定は、ファクス送信が終わると元 
じ戻ります。 

設定を保持することもできます。与26ページ「変更 
したファクス送信設定を保持する」 



発信元データ（ファクス番号、電話番号、名前)を 
登録しないと r 送付書送信の設を」ができません。 
与23ページ「送信したファクスじ EP 刷される自分 
の名前と番号を登録する〔発信元登録]」を参照 
してください。 


1 ファクスモードに切り替えて、原稿 
をセツトずる 

2 【送付書設定】を押ず 

3 【オン】を押ず 

4 送付書のコメントを選択ずる 

5 送信枚数を入力してに K 】 を巧ず 
0 宛先を指定して、くスタート>を巧ず 




参オリジナルコメントの登録のしかたはづ24ページ「送 
が書のオリジナルコメントを登録する」を参照して 
ください 

参送が書の、 「 T ひ」のを前はあらかじめ電話帳に登録 
されていないと表示されません。与43ページ「電話 
帳に登録する」を参照してください。 


オリジナルコメントを作成し、送付書のコメントと 
して登録することができます。 

1 【メニュー】一【ファクス】一【送信 
設定】^【送付書設定】^【送付書 
コメント】を巧す 

2 似下の手順でコメントを登録ずる 

1コメントを登録ずる箇所（已または 6) を 
選択 

2コメントを入力一に" 

- 

コメントは漢字13文字（かな26文字）まで入力できま 
す。文字の入力のしかた(こついては马61ページ「文字 
を入力する」を参照してください。 


3 く停止/終了>を押ず 


送付書を EP 刷する 


送付書のプリントサンプルを出力することができま 
す。 

1 【メニユー】一【フアクス】一【送信 
設定】一【送付書設定】^【印刷ヴ 
ンプル】を押ず 

2 くスタート>を押す 

3 く停止/終了>を押す 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 






















































第 2 章ファクス送信 


■ フアクス送信待ちを確認または解除 
ずる 

メモリ送信の待ち状況を確認できます。 

メモリ送信、タイマー送信などのジョブを解除しま 
す。 


1 【メニユー】一【フアクス】一【通信 
待ち一覧】を巧す 


2 解除ずる内容を選択して、 【0 K 】 を 
押ず 

確認のみのときはく停止/終了 >を押します。 


3 解除ずるときは【はい】を巧ず 

解除を中止するときは【いいえ】を押します。 


4 く停止/終了>を巧ず 

- 

送信待ちのファクスがないときには【通信待ちはありま 
せん】と表示されます。 


I 画質を設定ずる 

原稿の文字の大きさや写真の有無に合わせて、画質 
モードを設定して、ファクスを送信することができ 
ます。 

画質はじ(下の中から選択できます。 

. 標準（標準モード）：大きくはっきり見える文字の 
き ■ 

• ファイン（ファインモード）：ルさい文字のとき 
-スーパーファイン（スーパーファインモード）：新 
闇のようじ細かい文字のとき 
. 写真（写真モード）：写真を含む原稿のとき 

M 促3•固- 

参ファイン、スーパーファインまたは写真モードで送 
ると、標準モードに比べて送信時間が長くなります。 

参写真モードの送信で相手機が標準モードしかない場 
合は、画質が劣化します。 


ここで設定した画質モードは、ファクス送信が終わ 
ると【標準】じ戻ります。 

設定を保持することもできます。与26ページ「変更 
したファクス送信設定を保持する」 


1 ファクスモードに切り替えて、原稿 
をセツトずる 


2 【ファクス画質】を巧す 


3 画質を選ぶ 


4 宛先を指定して、くスタート>を押ず 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 2 章ファクス送信 


I 原稿濃度を設定ずる 

原稿に合わせミ農度を変更して、ファクスを送信しま 
す。原稿ミ農度はじ(下の中か6選択できます。 

-自動：普通の文字の原稿が多いときに設定しま 
す。 

•薄< :濃い色の原稿が多い場合(こ設定します。 

-ミ農< :えんぴつ書きなどの薄い文字を使った原 

稿が多い場合に設定します。 

ここで変更した設定は、ファクス送信が終わると 
【自動】じ戻ります。 

設定を保持することもできます。与26ページ「変更 
したファクス送信設定を保持する」 


1 ファクスモードに切り替えて、原稿 
をセツトする 


2 【原稿濃度】を巧ず 


3 原稿濃度を選ぶ 


4 宛先を指定して、くスタート>を巧ず 


I ガラス面の読み取りサイズを設定ずる 

原稿台ガラスからファクスを送るとき、読み取リサ 
イズをあ6かじめ設定しておくことができます。こ 
こで変更した設定は、ファクスの送信が終わると元 
じ戻ります。 

設定を保持することもできます。与26ページ「変更 
したファクス送信設定を保持する」 


1 ファクスモードに切り替えて、原稿 
を原稿台ガラスにセツトする 


2 【原稿台ス夺ヤンサイズ】を押ず 


3 読み取りサイズを選ぶ 


4 宛先を指定して、くスタート>を巧ず 


I 両面原稿の読み取りを設定する 

両面原稿をファクス送信する場合の読み取り方向を 
設定することができます。 

• 両面ス丰ヤン：長辺總じ原稿 
• 両面ス丰ヤン：短辺總じ原稿 


1 ファクスモードに切り替えて、原稿 
をセツトずる 


2 【両面ファクス】を押す 


3 とじる方向を選ぶ 


4 宛先を指定して、くスタート>を押ず 


I 変更したファクス送信設定を保持ずる 

じ(下のファクス送信設定を変更して保持することが 
できます。 

-ファクス画質づ25ぺージ「画質を設定する」 

-原稿ミ農度^26ページ「原稿ミ農度を設定する」 
•原稿台スキャンサイズ与26ぺージ「ガラス面の 
読み取リサイズを設定する」 

•リアルタイム送信与20ページ「原稿を読み取り 
ながら送信する〔リアルタイム送信]」 

-送付書与24ページ「送付書を付けて送信する」 

ここで変更された設定内容は、次回ファクス送信す 
るときじも有劾です。 


1 ファクスモードに切り替える 


2 【設定を保持ずる】を押ず 


3 【はい】を押ず 


4 く停止/終了>を押ず 
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全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
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確認してほしいこと 



















































第 2 章ファクス送信 


便利な巧が旨定方法 


宛先を指定するじは次の方まがあります。 


指定方法 

詳細 

準備しておくこと 

参照 

ダイヤルボタン 

入力した番号に送信します。 

— 

与ユーヴーズガイド 
基本編「まずは 
使ってみましよう」 

ワンタツチボタン 

ワンタッチボタンに登録されている番号に 
送信します。 

与43ぺージ「ワン 
タッチダイヤルを 
登録する」 

づ28ぺージ「ワン 
タッチダイヤルを 
使用する」 

短縮ダイヤル 

短縮ダイヤルに登録されている番号に送信 
しん5 〇 

与44ページ「短縮ダ 
イヤルを登録する」 

^28ページ「短縮ダ 
イヤルを使用する」 

電話帳から検索 

本体電話帳（ワンタッチダイヤル/短縮ダイ 
ヤル/グループダイヤル）に登録されている 
名前の読みびなから番号を指定して送信し 
ます。 

与43ぺージ「ワン 
タッチダイヤルを登 
録する」 

^44ページ「短縮ダ 
イヤルを登録する」 

与28ぺージ「電話 
帳から検索する」 

本製品び LDAP ヴーノ く一と接続されている場 
合は、 LDAP ヴーノ く一電話帳に登録されてい 
る情報を指定して送信します。 

与ユーヴーズガイ 
ドネットワーク操 
作編 「 LDAP ヴー 
バーを設定する」 

再ダイヤル 

最後にかけた番号にもう一度送信します。 

— 

与29ぺージ「同じ 
相手にちう一度送 
信する〔再ダイヤ 
ル〕」 

チェーンダイヤル 

電話帳に登録した番号を相手先の電話番号 
やファクス番号につなげてダイヤルするこ 
とびでさます。 

例えば... 

•電話番号の前に識別番号をつけて電話代を 
節約する。 

^短縮ダイヤルに識別番号を登録しておい 
て、電話番号と組み合わせてダイヤルする。 

-国際電話をかける手間を省く。 
^国名と国番号を登録しておくと、簡単に 
国際電話をかけることびでさます。 

与43ぺージ「ワン 
タッチダイヤルを 
登録する」 

与44ぺージ「短縮 
ダイヤルを登録す 
る」 

与29/^—ジ「チェー 
ンダイヤルを使用す 
る」 



ボタンを押すのを間違えたときは、必ず<停止/終了>を押し、消去してから再度送信先を入力してください。 


全体にかかわる設定 


フアクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 2 章ファクス送信 


I ワンタッチダイヤルを使用ずる 

ワンタッチボタン （1 〜 40) を押すだけで、登録さ 
れているファクス番号や E メールアドレスを指定す 
スづとがでち丰す 

ワンタッチダイ^ルの指定のしかたはじ(下のとおり 

で寸 

-1〜20を指定するとき 
ワンタッチボタンを押します。 

- 21〜40を指定:するとき 
く ▼> を押しなが6ワンタッチボタンを押します。 



dEio) 

||@@||- 

ワンタッチダイ七ルの登録のしかたはづ43ページ「ワ 
ンタッチダイ七ルを登録する」を参照してください。 


I 短縮ダイヤルを使用ずる 

【電話帳】を押したあと、短縮番号（001〜 300) を 
押すだけで、登録されているファクス番号や E メー 
ルアドレスを指定することができます。短縮ダイ^ 
ルには最大300件登録できます。 

- 

短縮ダイ^ルの登録のしかたは与44ページ「短縮ダイ 
^ルを登録する」を参照してください。 


I 電話帳か5検索ずる 

ワンタツチダイ^ル、短縮ダイ^ル、 LDAP サーバー 
(こ登録した番号は、すべて電話帳か6読みがなで横 
索することができます。 

ネ矣索のしかたはじ(下のとおりです。 


1 【電話帳】を押す 


2 ^を押ず 


3 電話帳を選択ずる 


4 検索したい名前の読みがなの最初の 

文字を入力^に"を巧ず 

入力した文字か6始まる名前が50音順または 
アルファべ、ソト順に表示されます。 


5 【^】または【▼】で該当の名前を指 
定ずる 

- 

•電話帳登録のしかたは=^43ぺージ「ワンタッチダイ^ 
ルを登録する」马44ページ「短縮ダイヤルを登録ず 
る」 づ ユーザーズガイドネ、 ソ トワーク操作編 「LDAP 
サーバーを設定する」を参照してください。 

• グループダイ^ルの登録のしかたはづ44ページ「グ 
ループダイ^ルを登録する」を参照してください。 

参登録されている相手先を称の一覧（電話帳リスト）を 
巧刷することができます。巧刷のしかたについては 
与53ページ「レポート-リストの種類」を参照して 
<ださい。 

•文字入力のしかたについては马61ページ「文字を入 
力する」を参照してください。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


フアクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 2 章ファクス送信 


す^ 1)1^- 貞送信する 


1 ファクスモードに切り替えて、原稿 
をセツトずる 


2 <再ダイヤル/ポーズ > を巧して最後 

にかけた番号が表示されたあと、くス 
タート> を押ず 

- 

自動再ダイ七ルについて 

-自動送信でファクス送信しようとして、相手が通話 
中などで送信できなかったときは自動的に再ダイ 
ルして送信します。自動再ダイ^ルは5分間隔で3回 
繰り返します。 

-自動送信で再送信を繰り返す場合は相手先の電話番 
号を確認してください。 

-自動再ダイ^ルを3回繰り返しても送信できなかっ 
たときは、送信を中止し、送信結果レポートが巧刷 
されます。「結果」の欄が「応答なし」もし<は「話 
し中」であることを確認し、再度送信してください。 

. 自動再ダイ七ルは、自動送信時のみ有効な機能です。 

•原稿台ガラスからリアルタイム送信する場合は、自 
動再ダイヤルはされません。 

-送信した内容が相手先に届いても、本製品が相手先 
ファクスからの受信が正しく行われたメッセージ信 
号を受信できなかった場合、通信エラーと処理され、 
自動的に再ダイ"ルします。 


I チェーンダイヤルを使用する 

短縮ダイ^ル、ワンタッチダイ^ル、ダイ^ルボタ 
ンの直接入力を組み合わせて宛先を指定することが 
できます。 


1 ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル 
で番号を指定ずる 

-ワンタッチダイ^ル 
ワンタッチダイ^ルを押します。 

21〜40を指定するときはく ▼> を押しなが 
らワンタッチボタンを押します。 

-短縮ダイ^ル 

【電話帳】一短縮ダイ^ル番号を入力一【ファ 
クス送信】を押します。 


2 続けて組み合わせる番号をワンタツ 
チダイヤル、短縮ダイヤル、ダイヤ 
ルボタンで指定して、くスタート>を 
巧ず 

電話番号の途中にポーズを入力するには、く再ダイ^ル 
/ポーズ > を押します。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 2 章ファクス送信 


ファクス防止機能（ダイヤル制限）を醜する 


ファクス送信を禁止したり、誤って間違った柜手にファクスを送信しないようじ、ダイ^ル発信を制限するこ 
とができずす 

制限するダイ^ルと制限内容はじ(下のとおりです。 


制限の種類 

操作の入り □ 

直接入力 

【メニュー】- 

-【フアクス】- 

-【ダイヤル制限機能】- 

* 【直接入力】 

ワンタッチダイヤル 

【メニュー】- 

-【フアクス】- 

-【ダイヤル制限機能】- 

* 【ワンタッチダイヤル】 

短縮ダイヤル 

【メニュー】- 

-【フアクス】- 

-【ダイヤル制限機能】- 

-【短縮ダイヤル】 

LDAP ヴーバー 

【メニュー】- 

-【フアクス】- 

-【ダイヤル制限機能】- 

- 【 LDAP ヴーバー】 


制限の設定はじ(下の中から選択できます。 

-【オフ】：通常のファクス送信を行います 

-に度入力】：ファクス番号の再入力が求め6れ、正しい番号を入力した場合にのみ、ファクス送信を行いま 
す。間違った番号を入力すると、エラーメッセージが表示されます。 

-【オン】：ファクス送信を禁止します。 



■外付け電話使用時やくオンフック>を押してか6ダイ^ルする場合は、に度入力】設定は働きません。 
■ く再ダイ^ ル/ポーズ > を押してダイ^ルする操作は禁止できません。 


■【オン】またはに度入力】（こ設定すると、同報送信やチェーンダイ^ルは使用できません。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


フアクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 2 章ファクス送信 


特別設定について 


使用状況に応じて設定をしてください。 

I 特別回線対応を設定する 

ファクスがうま < 送受信できないときなどじ使用し 
ている回線を特定し、設定します。 


1 【メニュー】一【初期設定】一【特別 
回線が応】を巧す 


2 回線を選ぶ 


3 く停止/終了>を押ず 

M 巧 3 • 固 Ml - 

【 PBX 】 に設定すると、自動的にナンバー•ディスプレ 
イの設定が【オフ】になります。ナンバー•ディスプレ 
イの設定を再度【オン】にするときは、特別回線対応の 
設定を【一般】にしてください。 


I ダイヤル I -ーン検出の設定をする 

本製品を PBX や IP 電話アダプタじ接続していると、 
発信できなくなる場合があります。その場合は【ネ矣 
知しない】じしてください。 


1 【メニュー】一【初期設定】一【ダイ 
ヤルトーン設定】を押ず 


2 設定を選ぶ 


3 く停止/終了>を押ず 


I 安む通信モードを設定ずる 

通信エラーが発生しやすい相手や回線でファクスを 
より確実(こ送受信したいとき(こ設定します。【高速】 
一【標準】一【安ん （ VoIP )】 の順で送受信時間は 
遅くなりますが、【標準】または【安ム （ VoIP )】 じ 
設定することじよつて送受信できる可能性が高 < な 
ります。【標準】一【安ん ( VoIP )] の順にお試しく 
ださい。 


1 【メニユ ー 】 -► 【フアクス】一【その 

他】一【安/ Lx 通信モード】を巧ず 


2 回線を選ぶ 


3 く停止/終了>を押す 

- 

参 IP フォンで送信エラーが発生する場合は、電話番号 
の前に「0000」（ゼ□を4つ）がけておかけくださ 
し、この場合、通信料金は NTT などのお客様がご利 
用になっている電話会社からの請求となります。 

参ファクスの送信エラーには、次のような多くの要素 
があります。 

-通信回線の品質 
-信号レベル 
-通信相手機の影響 

-屋内線の配線や接続している機器の影響 

本製品側だけで通信エラーを解消できるものではあ 
りません。 


全体にかかわる設定 


フアクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 2 章ファクス送信 


I ナンバープレフイツクスを設定する 

PBX などの使用時、外線(こダイ^ルするとき(こ必要 
な番号をあ6かじめ登録しておきます。 P 目 X のある 
環境で、電話帳の設定を変更せずに外線にダイ^ル 
できます。 


1 【メニュー】一【初期設定】一【ナン 
バープレフイツクス】を巧ず 


2 【オン】一【ナンノくープレフイツクス】 
を巧ず 


3 あ! 5 かじめ登録するダイヤルの内容 

を設定して、に"を巧ず 

-登録できる番号は最大5巧です。 

. 〇〜9、*、#、！が登録できます。 


4 く停止/終了>を巧ず 

- 

参登録した場合は、ダイ^ルボタンからの入力やワン 
タッチダイ^ル、短縮ダイ^ル使用時に設定した内 
容が付加されます。が加しない場合は登録しないで 
ください。 

参「!」を入力すると、「!」じ(降に番号を入力できません。 

参 PC ファクスは Contro に enter の PC - FAX プレフイツ 
クスの設定が優先されます。 

•ダイヤル lOpps 、 ダイ^ル 20 PPS 回線をご利用の場 
合は*、#を登録できません。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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ファクス受信には大きく分けて2つの方まがあります。 

-自動的に受信：一度設定すると、受信時の操作は必要ありません。 
-手動で受信：受信時に本製品や電話機を操作する必要があります。 
じ(下の表を参考に受信方法を選択して < ださい。 


受信方法 

内容 

参照 


自動受信 

本体から記録紙 
に印刷 

設定した回数の着信音び鳴り終わると、 

本製品び自動的にファクスを受信し、印 
刷します。 

^ユー ヴーズ ガイド基本 
編「まずは使ってみましよ 
ぅ」 


メモ IJ 代 
行受信 


自動受信を設定しているとさでを、記録 
紙びないなど印刷できない場合には、自 
動的にメモ U に受信します。 

与34ページ「メモ U 代行受 
信について」 

自動的に 

受信 

メモ U 
受信 

本体のメモ U で 
受信 

受信したファクスをメモ U に蓄積します。 
あとから印刷したり、外出先から取り出 
したりすることびでさます。 

づ34ページ「メモ U 受信を 
設定する」 

づ34ページ「メモ U に受信 
したファクスを印刷する」 


電話呼び 
出し受信 


受信したファクスをメモ U に蓄積して、 
登録しておいた電話番号に自動的にダイ 
ヤルしてファクスを受信したことを知ら 
せます。 

づ34ページ「電話呼び出し 
機能を設定する」 



本製品の操作で 
受信 

呼び出しベルび鳴っている間に本製品に 
接続されている電話の受話器をとり、本 
製品を操作してファクスを受信します。 

=>35ページ「呼び出し中に 
ファクスを受信する」 


呼び出し 
中受信 

電話機の U モー 
卜操作で受信 〔IJ 
モート受信] 

呼び出しベルび鳴っている間に本製品に 
接続されている電話の受話器をとり、電 
話機からの U モート操作でファクスを受 
信します。 

づ3己ページ「呼び出し中に 
ファクスを受信する」 

づ36ぺージ「本製品に接続 
されてし局電話機からファクス 
を受信させる 〔 U モート受信]」 



本製品の操作で 
受信 

相手と通話したあとに本製品を操作して 
ファクスを受信します。 

づ3己ページ「通話後にファ 
クスを受信する」 

手動で 

受信 

通話後 
受信 

電話機の IJ モー 
卜操作で受信 〔U 
モート受信] 

相手と通話したあとに電話機からの IJ 
モート操作でファクスを受信します。 

づ3己ページ「通話後にファ 
クスを受信する」 

づ36ぺージ「本製品に接続 
されてし屬電話機からファクス 
を受信させる 〔 U モート受信]」 


親切受信 

電話機の受話器 
をとって受信 

本製品に接続されている電話の受話器を 
とったとさ相手びファクスだった場合、 
受話器を上げたまま7秒待つと自動的に 
ファクスを受信することびでさます。 

づ36ページ「親切受信で受 
信する」 


ポー U ン 
グ受信 

本製品の操作で 
受信 

本製品からの操作で、相手側ファクシ S 

U にセットされた原稿を受信します。 

づ38ページ「本製品の操作 
で相手の原稿を受信する 
〔ポー IJ ング受信]」 


さまざまな受信方法 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 







































第 3 章ファクス受信 


I メモリ代行受信について 

じ(下の状おじなった場合、本製品は、送6れてきた 
ファクスを自動的にメモリに蓄積します（メモリ代 
行受信)。 

-カバーが開いているとき（カバーが開いています） 
-記録紙がなくなったとき（記録紙を送れません） 

• トナーがなくなったとき（トナー交換） 

-記録紙がつまったとき（紙詰まり XXX ) 

-記録紙のサイズを間違ってセットしたとき 
(用紙サイズが合いません） 


液晶ディスプレイの指示に従って処置をすると、メ 
モリが代行受信したファクスを自動的に EP 刷します。 
EP 刷されたファクスはメモリか6消去されます。 



メモリがいっぱいじなると、それじ(降はメモリ代 
行受信はできません。 


モリ受信を設定ずる 

メモリ受信を設定すると、受信したファクスをメモ 
リじ蓄積して外出先から取り化すことができます。 


1 【メニユー】一【ファクス】一【受信 
設定】^【転送/メモリ受信】を巧ず 


2 【メモリ受信】を押ず 


3 く停止/終了>を巧ず 

- 

• メモリ受信は最大500ページまでできます。（ただし 
メモリの残量や原稿の内容によって変化します。） 

•記録紙がないときは、メモリ受信の設定が【オフ】に 
設定されていても、メモリ代行受信を行います。 

参メモリに蓄積されたファクスを外出先から取り出さ 
ないまま、メモリ受信を【オフ】にすると【ファク 
スを消去しますか？】が表示されます。設定を解除 
しないでファクスの内容をメモリに残しておくとき 
は、【いいえ】を押してください。【はい】を押すと 
メモリから消去されます。 


I メモリに受信したファクスを EP 刷ずる 

メモリ受信が設定されているときに、メモリ受信で 
メモリじ蓄積されたファクスを EP 刷するとともじ、 
メモリから消去します。 


1 【メニユー】一【フアクス】一【フア 
クス出力】を巧ず 


2 くスタート>を押す 


3 巧刷終了後、く停止/終了>を巧ず 

- 

メモリに何も蓄積されていないと液晶ディスプレイに 
【データがありません】と表示されますのでく停止/終了 > 
を押してください。 


I 電話呼び出し機能を設定ずる 

ファクスを受信すると自動的に登録した呼び出し先 
の電話番号じダイ^ルする機能です。電話(こ化ると、 
r ポ、ソポ、ソ」という音でファクスを受信したことを 
知6せます。 


1 【メニュー】一【ファクス】一【受信 
設定】^【転送/メモリ受信】を押ず 


2 m 下の手順で電話呼出しを設定する 

1【電話呼び出し】を押ず 
2 D 乎出し番号を入力（最大20做一に K 】 


3 く停止/終了>を押ず 

電話呼び化し機能を設定したときは、登録しておいた電 
話番号にダイ^ルしてファクスを受信したことを知らせ 
ます。外出先のファクシミリから受信したファクスを取 
り化すこともできます。づ52ページ「外化先からファ 
クスを取り化す」を参照してください。 



電話呼び出し機能の呼び出し先電話番号は、外出 
先か6変更することはできません。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


フアクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
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確認してほしいこと 
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第 3 章ファクス受信 


I 呼び出し中にファクスを受信する 

呼化べルが鳴っている間に本製品に接続されている 
電話の受話器を取り、ファクスを受信します。 


1 呼出べルが鳴った!5、本製品に接続 
されている電話の受話器を取る 


2 「ポーポー」と音が受話器か5聞こえ 
た!5、受信操作を巧う 

• 本製品か6受信する 
<スタート>一【受信】を押す 
-電話機のリモート操作で受信する 
本製品じ接続されている電話機で、リモー 
卜起動番号 r 持51」を押す 
リモート受信の詳細は与36ページ「本製品 
じ接続されている電話機からファクスを受信さ 
せる〔リモート受信]」を参照してください。 

-相手と通話したあとファクスを受信したい 
ときは、くファクス>を押してファクスモー 
ドじしてか6くスタート>を押し、【受信】 
を押してファクスを受信します。 


3 受話器を戻ず 

- 

参電話に出なかったときの動作は、受信モードの設定 
によって異なります。受信モードについてはづユー 
ザーズガイド基本編「まずは使ってみましょう」を 
参照し、用途に合ったモードを設定してください。 

•親切受信を【オン】に設定している場合は、そのま 
ま約7秒間待つと自動でファクスを受信できます。づ 
36ページ「親切受信で受信する」を参照して < ださい。 

参呼化回数を7〜10回に設定すると、特定の相手から 
のファクスが自動で受信できない場合があります。呼 
出回数を6回じ(下に設定されることをお勧めします。 

•相手が手動送信のファクスのときは受話器を取って 
も無音のときがありますので、相手が電話でないこ 
とを□頭で確認してからくスタート>を押し、陵信】 
を押してください。 

参 ADF (自動原稿送り装置）に原稿がセットしてある 
と送信されてしまうため 、 ADF (自動原稿送り装置） 
に原稿がセ、ソトされていないことを確認してくださ 
い。 


I 通話後にファクスを受信ずる 

相手と通話したあとじファクスを受信します。 


1 相手先のファクシミリに原稿をセツ 
卜し、スタートを押しても5う 


2 「ポーポー」という音が受話器か!5聞 

こえたら 、受信操作を行う 

• 本製品から受信する 
く スタート> 一【受信】を押す 

-電話機のリモート操作で受信する 
本製品じ接続されている電話機で、リモー 
卜起動番号 r 持51」を押す 
リモート受信の詳細は与36ページ「本製品 
じ接続されている電話機からファクスを受信さ 
せる〔リモート受信]」を参照してください。 



ダイ^ル回線 （20 PPS 、10 PPS ) じ設定してあ 
る場合でリモート受信を行うときは、本製品に接 
続されている電話機のトーンボタンを押してトー 
ン （ PB ) 信号1こ切り替えてから、リモート起動 
番号を入力します。 
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全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 
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第 3 章ファクス受信 


1親 巧]受 f 言て:、受1百ちる 

本製品じ接続されている電話機の受話器をとったと 
きじ柜手がファクスだった場合、受話器を上げたま 
ま7秒待つと、自動的にファクスを受信することが 
できます。 


1 【メニユー】一【ファクス】一【受信 
設定】-^【親切受信】を巧ず 


2 【オン】を巧す 


3 く停止/終了>を巧す 

- 

受信時の操作 

•親切受信を 【オン】 に設定している場合は、本製品 
に接続されている電話機の受話器を上げて、「ポー、 
ポー」という音が聞こえた場合に約7秒間待つと自動 
的にファクス受信を始めます。液晶ディスプレイに 
「受信中」と表示されたら受話器を戻します。 

•回線の状態により「ポーポー」という音が聞こえても、 
自動的にファクスに切り替わらないときがあります。 
そのときはくスタート>を押し、【受信】を押してくだ 
さい。 

•親切受信を【オフ】に設定している場合は、本製品 
に接続されている電話機の受話器を上げて、「ポー 
ポー」という音が聞こえたら相手がファクスですの 
で、くスタート>を押し、【受信】を押して受信します。 
この時 、 ADF (自動原稿送り装置）に原稿がセット 
してあると送信されてしまうため 、 ADF (自動原稿 
送り装置）（こ原稿がセットされていないことを確認 
してください。 

参通話中の声や外部からの音をファクスの「ポーポー」 
という音と間違えて、突然ファクスに切り替わって 
しまうことがあるときは、親切受信の設定を【オフ】 

[し言又又 E し/しご'し、 

•親切受信の設定が【オフ】に設定してある場合でわ、 
本製品に接続されている電話機から操作をしてリモー 
卜受信を開始させることができます。 

づ36ぺージ「本製品に接続されている電話機からファク 
スを受信させる〔リモート受信〕」を参照してください。 

•親切受信機能は、本製品に接続されている電話機を 
上げてから40秒有効です。40秒経過してからファク 
ス信号が送られてきても親切受信しません。 


■ 本製品に接続されている電話機か5 
フアクスを受信させる（リモート受信） 

親切受信がうま<はた6かないとき、または親切受 
信の設定が【オフ】（こなっている場合は、本製品(こ 
接続されている電話機を操作してファクスを受信さ 
せることができます。 



ダイ^ル回線 （20 PPS 、10 PPS ) (こ設定してあ 
る場合でリモート受信を行うときは、本製品に接 
続されている電話機のトーンボタンを押してトー 
ン （ PB ) 信号に切り替えてか6、リモート起動 
番号を入力します。 


リモート受信を設定する/リモート起動 
を S 化変更ずな_ 

リモート受信を使用するときは設定を【オン】じし 
ます。また、リモート起動番号を自分の好きな番号 
じ変更することができます。 


1 【メニュー】一【ファクス】一【受信 
設定】^【リモート受信】を巧ず 


2 【オン】を押ず 

リモート起動番号が表示されます。 

リモート起動番号 （3 巧）を変更するときは、 
ダイ^ルボタンで上書きします。 


3 に K 】 一く停止/終了>を押ず 

- 

リモート起動番号とは、本製品に接続されている電話機 
から、本製品をリモート受信させるときに使用するもの 
です。お買い上げ時は「#51」に設定されています。 
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全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 
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第 3 章ファクス受信 


U モート受信の操作のしかた 


1 本製品に接続されている電話機の受 

話器を持ったまま、ダイヤルボタン 
でリモート起動番号 r #5 ij を入力 
ずる 

受話器は約5秒後に戻します。 

本製品がファクス受信を始めます。 

リモート起動番号は「#51」に設定されています。自 
分の好きな番号に変更することもできます。づ36ペー 
ジ「リモート受信を設定する/リモート起動番号を変更 
する」を参照してください。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 3 章ファクス受信 

I 本製品の操作で相手の原稿を受信する C ポーリング受信） 

本製品からの操作で、相手側ファクシミリ(こセットされた原稿を受信します。これを「ポーリング受信」とい 
います。 

参相手先のファクシミリがポーリング送信の準備ができていないと受信できません。また、機密ポーリングを行う場合は、 
相手先がブラザー製のファクシミリである必要があります。 

• FAX 情報サービスからデータの取り化しをする場合は、事前に情報提供先に操作方法等の確認をしてください。 

参ポーリング受信の場合、通話料は受信者側の負担となります。 


ポーリング受信の種類 


選択項目 

ポーリング受信の種類 

内容 

標準 

標準ポーリング受信 

本製品からの操作で、相手側ファクシミリにセツトされた原稿 
を受信します 

順次ポーリング受信 

] 回の操作で、複数の相手先からファクシミリにセツトされた 
原稿を順次に受信します。これを「順次ポーリング受信」とい 
います 

機密 

機密ポーリング受信 

受信側と送信側び同じ4巧のノ くスワードを使用してノ くスワード 
を知っている人だけび原稿を受け取ることびでさます。 

機密ポー U ング受信の設定をする前に、送信側と4衍のパス 
ワードを決めておく必要びあります。送信側とパスワードび一 
致したとさだけ受信することがでさます。 

タイマー 

タイマーポーリング受信 

ポーリング受信する時刻を設定して、相手側のファクシ S リに 
セツトされた原稿を自動的に受信することがでさます。 

タイマーポーリング受信を解除したいとさは^25ページ「ファ 
クス送信待ちを確認または解除する」を参照してください。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


フアクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 3 章ファクス受信 


ポーリング受信する 


1 ファクスモードに切り替える 


2 【ポーリング受信】を押ず 


3 m 下の手順でポーリング受信ずる 

1ポー U ング受信の種類を選択ずる 

じ(下のポーリング受信は次の操作を行って 
ください。 

-機密ポーリング受信 
ダイ^ルボタンで4巧のパスワードを入 
力したあと、 【0 K 】 を押す 

• タイマーポーリング受信 
指定時刻を入力したあと、 【0 K 】 を押す 
例：午後3時15分の場合は「1515」 

2相手巧のファクス番号を入力ずる 

短縮ダイ^ルやワンタ、ソチダイ^ルなど、 
電話帳に登録されている番号を選択するこ 
とちできます。 

U 下のポーリング受信は次の操作を行って 
ください。 

-順次ポーリング受信 

① 相手先のファクス番号を入力する前に 
【同報送信】を押す 

② 宛先の入力方まを選ぶ 

③ 宛先を指定して、にに】を押す 

④ すべての番号を指定してか 6 【0 K 】 を 
押す 


4 くスタート>を押ず 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 3 章ファクス受信 


ま信時の設定 


1 受信スタンプを設定する 

1 呼出回数を設定ずる 

ファクスを EP 刷するときじ、受信した日時と本製品 
の発信元情報を EP 刷することができます。 

「ファクス専用モード」と「自動切換えモード」の 
ときに、自動受信するまでの呼化回数を設定します。 

1 【メニュー】一【ファクス】一【受信 
設定】一【受信スタンプ】を巧す 

1 【メニュー】一【ファクス】一【受信 
設定】^【呼出回数】を巧す 

2 【オン】を巧す 

2 呼出回数を選ぶ 

3 く停止/終了>を押ず 

ス く停止/終了>を押ず 

あらかじめ本製品の日付と時刻を正しく設定して 
おいてください。 

• 呼出回数は、0回に設定すると呼出べルを鳴らさずに 
自動受信することができます。ファクスを早<受信 
したいときは呼化回数を0回か1回に設定してくださ 
い。 

参本製品に電話機を接続している場合、本製品の呼化 
回数を0回に設定しても本製品に接続されている電話 
機のベルが1〜2回鳴ることがあります。 

参呼化回数を7〜10回に設定すると、特定の相手から 
のファクスが自動で受信できない場合があります。呼 
化回数を6回じ(下に設定されることをお勧めします。 

参「ファクス専用モード」や「自動切換えモード」のと 
き、本製品に接続されている電話機の呼化べルも、こ 
こで設定された回数だけ呼化べルが鳴ります。 

• ベルの音量を設定するにはづ9ページ「着信音量を設 
定する」を参照してください。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


フアクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 
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確認してほしいこと 


40 





































第 3 章ファクス受信 


I 再呼出回数を設定する 

r 自動切換えモード」のとき(こ電話がかかってくる 
と、呼化べルのあとじ、「トウル、ソトウル、ソ」と呼 
化べルが鳴ります。このべルの鳴る回数を設定しま 
す。 


1 【メニユー】一【ファクス】一【受信 
設定】^【再呼出回数】を押す 


2 再呼出回数を選ぶ 


3 く停止/終了>を巧す 

- 

本製品に接続されている電話機に化なかった場合は、設 
定した回数だけ再呼出べルが鳴ったあと、自動的に電話 
が切れます。 


I 受信したファクスを両面印刷ずる 

受信したファクスを出力する際、両面 EP 刷するよう 
(こ設定できます。両面 EP 刷できる記録紙は、 A 4 サ 
イズ （60 g / m 2 〜 105 g / m と）のみです。 


1 【メニュ ー 】一【ファクス】一暖信 
設定】-"^【両面巧刷】を巧ず 


2 【オン】を巧す 


3 く停止/終了>を巧ず 

- 

両面巧刷を「オン」にすると「自動縮ル」の設定に関係 
な<、内部的に「自動縮ル」が「オン」と同じ状態で巧 
刷されます。 


I 自動的に縮小して EP 刷する 

A 4 サイズの長さを超える原稿が送信されてきたとき 
(こ、自動的(こ記録紙に収まるようじ縮小して EP 刷す 
る機能です。 


1 【メニュー】一【ファクス】一【受信 
設定】^【自動縮小】を押ず 


2 【オン】を巧ず 


3 く停止/終了>を押ず 

参受信した原稿の長さに応じて自動的に縮小率をミ夫め、 
約 375 mm までの原稿を A 4 サイズに収まるように縮 
ルして巧刷します。約 375 mm を超えた原稿は縮小せ 
ずに2枚じ(上に分けて EP 刷します。 

•自動縮小を【オフ】に設定したときに、受信のたび 
に白紙がもう1枚排出されることがあります。そのと 
きは、自動縮ルを【オン】に設定してください。 

参原稿の長さは目安です。回線の状ミ兄によって変わり 
ます。 

参送信側の原稿サイズが A 3 や B 4 などの場合は、送信側 
で縮小しますので、この機能を【オフ】にしても縮 
ルして受信されます。 


I 巧刷の濃さを設定する 

受信するファクスの EP 刷のミ農さを調節できます。 E 口 
刷ミ農度は5段階で設定できます。 


1 【メニュー】一【ファクス】一【受信 
設定】^【印刷濃度】を巧ず 


2 【ィ】または【►】で EP 刷濃度を設 
定して、 【0 K 】 を押ず 

【◄】を押すと薄くなり、【►】を押すとミ農く 
なります。 


3 く停止/終了>を押す 
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全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 




















































電話帳の登録と編集 


電話帳について 


本製品の電話帳に柜手先の情報を登録するには、じ(下の図のようじ「ワンタッチ」「短縮」のいずれかじ登録す 
る必要があります。 

グループダイ七ルは、ワンタッチダイ^ルと短縮ダイ^ルじ登録した複数の柜手先をまとめて1つのグループと 
して登録します。 


自分で入力して登録 
与>43ぺージ「ワンタッチダイ 
ヤルを登録する」 

与>44ページ「短縮ダイ^ルを 
登録する」 

ナンバー-ディスプレイの着 
信履歴か6登録与>47ページ 
「ナンパー-デイスプレイの着 
信履歴を確誌/登録する」 


登録したワンタッチダイヤル 
と短縮ダイがレから指定して 
登録与44ぺージ「グルー プタ 
イ^ルを登録する」 


本体電話帳 



ワンタッチ 

-最大40件 （1 〜 40) 

-電話番号 （20 巧まで） 

• 相手先名称 （20 文字まで） 




巧補 

-最大300件の01〜 300) 

-電話番号 （20 巧まで） 

• 相手先名称 （20 文字まで） 


J 


グループ 

-最大20グループ 
-1グループ内の件数は339件まで 


また本製品は、ネットワーク上の LDAP サーバーじ直接アクセスし、電話帳データーを流用することができま 
す。本体電話帳の登録件数を気にせずじ相手先を指定できます。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 4 章電話帳の登録と編集 


電話帳に登録する 



■登録した内容は送付書に記述されますので、他 
人に知6せたくない場合は送付書を付けずに送 
信してください。送付書については与>24ページ 
「送付書を付けて送信する」を参照して<ださ 
い。 

■ 電話番号を間違って登録しないようを意してく 
ださい。電話番号を登録したあと、電話帳リス 
卜を EP 刷して確認してください。 


- 

参ワンタッチダイ七ルまたは短縮ダイ七ルにファクス 
情報サービスの情報番号を登録する場合で、ダイ 
ル回線をお使いのときは、情報番号の前にく*>を押 
してください。 

•文字入力のしかたについては与61ページ「文字を入 
力する」を参照してください。 

参リモートセットアップやウェブブラウザーからでも 
登録できます。詳しくは与ユーザーズガイドパソ 
コン活用編「リモートセットアップ」を参照してく 
ださい。 

•ポーズを入力するには、【ポーズ】を押します。液晶 
ディスプレイに「口」が表示されます。 

参登録内容を忘れてしまったときは、電話帳リストを 
E 口刷して確認してください。づ53ぺージ「レポート- 
リストの種類」 を参照してください。 


I ワンタッチダイヤルを登録する 

20巧までの電話番号または60文字までの E メールア 
ドレスと、漢字10文字（かな20文字）までの相手 
先のを称を1〜40 (最大40件）じ登録することがで 
きます。 


1 登録ずるワンタッチボタンを押して、 

【はい】を巧ず 

• 21〜40じ登録するときは、く ▼> を押しな 
が6ワンタッチボタンを押します。 

-すでにワンタッチダイ^ルが登録されてい 
る場合は、送信画面が表示されます。登録 
内容を変更する場合は与48ページ「電話帳 
を変更する」を参照してください。 

-【電話帳】一【メニュー】一【ワンタッチダ 
イ^ル登録】か6も登録することができま 
す。 


2 必要な情報を登録ずる 

与45ページ「電話帳登録手順>ワンタッチダ 
イ^ル/短縮ダイ^ルの場合」を参照してくだ 
さい。 


3 登録内容を5崔認しに K 】 を押ず 


4 く停止/終了>を押ず 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


フアクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 4 章電話帳の登録と編集 


短縮ダイヤルを登録ずる 


ワンタッチダイ^ルとは別に電話番号と柜手先の名 
称を、001〜300 (最大300件）じ登録することが 
できます。 


【電話帳】一【メニュー】 
イヤル登録】を押す 


【短縮ダ 


2 必要な情報を登録する 

与45ページ「電話帳登録手順>ワンタッチダ 
イ^ル/短縮ダイ^ルの場合」を参照して<だ 
さい。 

3 登録する短縮番号（001〜30 0) を 
入力してに K 】 を押ず 

4 登録内容を5崔認しに"を押ず 

5 く停止/終了>を押ず 


グループダイヤルを登録ずる 


ワンタツチダイ^ルまたは短縮ダイ^ル(こ登録した 
複数の柜手先を、まとめてひとつのグループとして 
登録します。これをグループダイ^ルといいます。 
送信のたびじ複数の相手先を指定する必要がな<、 
グループを指をするだけで送信できます。同報送信 
や順次ポーリング受信をするときじ使うと便利です。 
グループダイ^ルは、1〜20 (最大20グループ）じ 
登録することができます。 


纖 


グループダイ^ルじ登録するためじは、あらかじ 
めワンタッチダイ^ル、短縮ダイ^ルを登録して 
おく必要があります。ダイ^ル番号をそのままグ 
ループダイ^ルじ登録することはできません。 
ワンタッチダイ^ル、短縮ダイ^ルの登録方まじ 
ついては与43ページ r ワンタッチダイ^ルを登録 
する」与44ぺージ「短縮ダイがレを登録する」を 
参照してください。 


【電話帳】一【メニュー】 
プ登録】を巧ず 


【グルー 


2 


3 


短縮ダイヤルに登録ずる場合は、【短 
縮ダイヤル登録】を押ず 
ワンタツチダイヤルに登録する場合 
は、【ワンタツチダイヤル登録】を押ず 

登録したい短縮ダイヤルまたはワンタツ 
チダイヤルの番号を入力し、に K 】 を押す 

すでに登録されている番号を入力してもに K 】 
は押せません。 


4 必要な情報を登録ずる 

与46ページ「電話帳登録手順>グループダイ 
^ルの場合」を参照してください。 

5 登録内容を5崔認しに K 】 を押ず 

0 く停止/終了 >を押ず 

- 

グループダイ^ルとして使用されているワンタツ 
チダイ^ルまたは短縮ダイ^ルを、さ6じ別のグ 
ループダイ^ルの中じ登録することはできません。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


フアクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 4 章電話帳の登録と編集 

I 電話帳登録手順 

ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルの場合 



※：着信履歴から登録する場合は、この手順は不要です。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 4 章電話帳の登録と編集 


グループタイヤルの場合 


全 


に 

か 

か 

わ 

る 


ステップ 1 

ステップ 2 

ステップ 3 

ステップ 4 

ステップ 5 

ステップ 6 

グループ名を 

35ガナを 

グループ番号を 

登録種別を 

番号/アドレスを 

画質/解像度を 

入力 

入力 

入力 

選択 

選択 

選択 

漢字10文字 

1已文字まで 

01-20 

ファクス 

リストから 

標準 

め、な2日文字） 


(最大20 


選択 

フアイン 

まで 


グループ） 


撮大339件） 

スーパーフアイン 
写真 




インターネット 


標準 




ファクス 


フアイン 
写真 1 




E メール 


200 x 100 dpi 




モノク nPDF 


200 dpi 




E メール 
モノク QTIFF 






E メール 


100 dpi 




カラー PDF 


200 dpi 

300 dpi 

600 dpi 




E メール 
カラー JPEG 






E メール 
カラー XPS 






E メール 


100 dpi 




グレー PDF 


200 dpi 

300 dpi 




E メール 
グレー JPEG 






E メール 
グレー XPS 


_ 


ステップ 7 


フ 

ア 

ク 

ス 


PDF タイプを 
選択 



PDF 
PDF/A 
セキュリティ PDF 
電子署名付 PDF 


フ 

ア 

ク 

ス 



の 


と 


PDF 
PDF/A 
セキュリティ PDF 
電子署名付 PDF 



U 

モ 

□ 

ン 


PDF 
PDF/A 
セキュリティ PDF 
電子署名付 PDF 


文 



プ U 
US 
ン B 


引 


確必 I 
認要 I 
しな I 

てと I 

ほを I 

しし、に I 

台 


46 

























































第 4 章電話帳の登録と編集 


■ ナンバー-ディスプレイの着信履歴 
を確認/登録ずる 

ナンバー-ディスプレイの着信履歴を利用してじ(下 
の機能が利用できます。 

• 着信履歴を横索する 

-電話番号をワンタッチダイ^ルまたは短縮ダイ^ 
ルに登録する 

-着信履歴リストを巧刷するづ53ページ「レポート- 
リストの種類」 


1 く ▼> を巧しなが! 5 くファクス >を巧ず 


2 着信履歴から電話番号を選択ずる 

確認の場合は、確認を終えた6手順6へ進んで 
ください。 


3 【メニュ-】を巧ず 


4 登録ずる電話帳（ワンタッチ/短縮) 
を選ぶ 


5 =^43ぺージ「ワンタツチダイヤルを 

登録ずる」または「短縮ダイヤルを 
登録する」に準じて必要な情報を登 
録ずる 


0 く停止/終了 >を巧ず 

- 

「外付け電話優先」でご使用の場合は、着信履歴が本製 
品に接続されている電話機に残りまずので、本製品で着 
信履歴を利用ずることはできません。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 4 章電話帳の登録と編集 


電話帳を編集する 


電話帳を変更する 


【電話帳】 
を巧す 


【メニ 


階到 


2 一覧か5変更ずる番号を選択ずる 

3 変更したい内容（名前、番号/アドレ 
ス、解像度、ヨミガナ）を選択する 

4 内容を変更しに K 】 を巧ず 

5 必要に応じて手順3、4を繰り返す 
0 変更内容を5崔認し 【0 K 】 を巧ず 
7 く停止/終了 >を巧す 


電話帳を消去する 


【電話帳】 
を押す 


【メニ 


【削除】 


2 —覧か!5消去ずる番号を選択し、 
に"を巧ず 


3 【はい】を巧ず 


4 く停止/終了>を巧ず 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


フアクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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面を•リモコン 


フアクス面送機能 


ファクスがメモリに蓄積されると、外出先のファクシミリへ転送（ファクス転送）したり、本製品と接続して 
いるコンピューターじ転送 （ PC ファクス受信）したりすることができます。 

電話呼び出し機能とファクス転送を同時に使用することはできません。 


I 他の場所のファクシミリに乾送する 

ファクスを受信すると転送先のファクシミリへ自動 
的に転送する機能です。 

転送したファクスの EP 刷設定はじ(下の中か6選択で 
きます。 

- r する」： 

受信したファクスを転送すると同時に、本製品で 
EP 刷します。 

• r しない」： 

受信したファクスを転送するだけで、本製品で E 口 
刷しません。 


1 【メニュー】一【ファクス】一【受信 
設定】一【輯送/メモリ受信】を押ず 


2 m 下の手順でファクス転送を設定する 

1【ファクス転送】を巧ず 
2転送巧番号の指定方法を選ぶ 
3転送先の番号を指定一 【0 K 】 

4印刷の設定を選ぶ 


3 く停止/終了>を押ず 

- 

参ファクス転送番号は外出先から変更することができ 
ます。づ52ページ「外出先からファクス転送番号（転 
送先の電話番号）を変更する」を参照して<ださい。 

•転送先番号は最大20巧まで入力できます。（カツコや 
ハイフンは入力できません。） 

参ファクスが転送されると、メモリに蓄積されたファ 
クスは自動的に消去されます。 

参ファクス転送を設定する前に受信したファクスは転 
送されません。 

参ファクス転送前に停電が発生したり、転送先のファ 
クシミリに問題が発生した場合、ファクスデータが 
メモリに保をされ、電源スイ、ソチを OFF にしても消 
去されません。 


I ファクスをコンピューターで受信ず 
る CPC ファクス受信） 

受信したファクスを本製品と接続しているコン 
ピューターに転送することができます。 
コンピューターが OFF のときは、受信したファクス 
を本製品(こ蓄積してコンピューターが ON になった 
ときに、まとめて転送します。 

EP 刷設定はじ(下の中から選択できます。 

• 「する」： 

受信したファクスを転送すると同時に、本製品で 
EP 刷します。 

• r しない」： 

受信したファクスを転送するだけで、本製品で EP 
刷しません。 


1 コンピューター側で PC - FAX 受信を 
起動ずる 

与ユーザーズガイドパソコン活用編 「PC 
ファクス」を参照してください。 


2 【メニユー】一【ファクス】一【受信 
設定】^【転送/メモリ受信】を巧す 


3 m 下の手順で PC ファクス受信を設定 
ずる 

1 【 PC ファクス受信】を選ぶ一 【0 K 】 

2 【 USB 】 または PC 名を選ぶ一 【0 K 】 

3 EP 刷設定を選ぶ 


4 く停止/終了>を押ず 



コンピューターでファクスを受信したい場合は、 
本製品の設定を必ず 「 PC ファクス受信」じして 
ください。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 5 章転送•リモコン 


- 

参受信したファクスのデータが本製品のメモリに残っ 
ている場合は、手順3で【オフ】を選択しても設定は 
できません。【すべてのファクスをプリントします 
か？】または【ファクスを消去しますか？】と表示 
されたら【はい】を押して巧刷または消去してから 
設定してください。 

参ネットワーク接続されているコンピューターで PC 
ファクス受信を行う場合は、コンピューター側で PC- 
FAX 受信を 起動してから行ってください。 

参コンピューターで受信したファクスを確認-巧刷する 
方まやコンピューターからファクスを送信する方法に 
ついては、与ユーザーズガイドパソコン活用編 「PC 
ファクス」を参照してください。 


か出先か S 本製品を操作ずる:リモコン機能 


リモコンアクセスを利用する場合は、暗証番号の設定が必要です。 

I 暗証番号を設定する 

か出先か6本製品を操作するための暗証番号 （3 巧 
の数字と*)を設定します。 


1 【メニユー】一【ファクス】一【暗証 
番号】を巧ず 


2 ダイかレボタンで暗証番号 （3 おの数 

字）を入力したあと、 【0 K 】 を巧す 

(暗証番号は最後に「*」を加えた4巧の番号 
(こなります。4巧目の「*」は変えることがで 
きません。） 


3 く停止/終了>を押ず 


1外 出先か5本製品を操作ずる 

外出先のプッシュ ( PB ) 回線(こ接続されているファ 
クシミリ、または卜ーン （ PB ) 信号が送出できる 
ファクシミリを使い、外出先から本製品を操作して、 
ファクス転送などの操作を行うことができます。 


1 外出先のファクシミリか5本製品に 
ダイヤルずる 


50 


2 本製品が応答し、無音状態の間に暗 

証番号 (3 おの数字 +(*)) を入力する 

「ポー」という応答音が聞こえた6、本製品が 
メッセージを受信し、メモリに蓄積している 
ことを示しています。 

ファクスがメモリに蓄積されていない場合は、 
音がしません。 


3 短い「ピピッ」という応答音が続け 
て聞こえている間に、 リモコンコー 
ドを入力ずる 

- 

リモコンコードは、外化先から本製品に対する設定を変 
要するための番号です。づ51ぺージ「リモコンコード 
で設定できる機能〔コードー覧]」を参照してください。 


4 リモコンアクセスを終了ずるときは、 
(9)@を入力ずる 

• トーン信号を送化できない電話機からのリモコンア 
クセスはできません。 

• リモコンアクセスする電話機がダイ^ル回線の場合 
は、ダイ"\^ル後、電話機の!-ーンボタンを押してか 
ら暗証番号を入力します。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 I 転送•リモコン 



レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 







































第 5 章転送•リモコン 


参暗証番号を入力するタイミングをじ(下に示します。 

-ファクス専用モードのとき 
メモリ受信の場合、本製品が応答すると、約4秒間 
無音になりますので、この間に入力してください。 
また、メモリ受信が設定されていないときは、ファ 
クス信号（ピーヒヨ□ヒヨ□音）の間の無音状態の 
間に入力してください。 

-自動切換えモードのとき 

本製品が応答すると約4秒間無音状態になりますの 
で、この間に入力してください。 

-外イ寸け留守電モードのとき 
本製品に接続されている留守番電話が応答した後、 
応答メッセージが聞こえてくる前の無音状態のとき 
に入力してください（本製品に接続されている留守 
番電話に応答メッセージを録音する際はあらかじめ 
4〜5秒くらい無音状態を入れておいてください）。 

-電話モードのとき 

呼化べルが約35回鳴るまで待った後、約30秒無音状 
態になりますので、この間に入力してください。 


I 「ピピ、ソ」という応答音が聞こえてこないときは、繰 
り返し暗証番号を入力してください。回線状態など 
により、暗証番号を受けられないことがあります。 

11つのリモコンコードの入力が終了したら、短い「ピ 
ピ、ソ」という応答音が続けて聞こえる間に 、 ) 欠のリ 
モコンコードを入力することができます。 

I 間違った操作を行ったときや正しい設定-変更がで 
きなかったときには、短い「ピピピッ」という応答 
音が聞こえます。正しく設定できたときは少し長い 
「ピー」という応答音が1回聞こえます。 

I 「ピピ、ソ」という音が続けて聞こえているときに、何 
もコードを入力せずに30秒じ(上経過すると、リモコ 
ンアクセスが終了します。 

I メモリ受信されたファクスメ 、ソ セージをリモコンア 
クセスで取り化したいときは、設定をファクス転送 
にしないでください。 


リモコンコードで設定できる機能じードー覧) 


リモコンコードを入力することじより、本製品を下記のようじ操作することができます。 


機能 

コード 

メモリ受信を解除します。（電話呼び出し、ファクス転送の設定ち解除されます） 

951 

ファクス転送に設定します。（番号未登録時は設定でさません） 

952 

電話呼び出しに設定します。（番号未登録時は設定でさません） 

9已3 

ファクス転送番号の登録や変更をします。転送番号を登録 した後、航 を2回入力しま 
す。転送番号を登録すると、自動的にファクス転送び設定されます。 

9已4 

メモ U 受信を設定します。 

9已6 

メモリに蓄積したファクスメッセージを取り出します。 

962 

メモ U に蓄積したファクスメッセージを消去します。 

963 

ファクスメッセージを蓄積しているかを確認します。蓄積しているとさは「ピー」と 
いう音び、蓄積していないときは「ピピピッ」という音び聞こえます。 

971 

受信モードを「外付け留守電モード」に変更します。 

981 

受信モードを「自動切換えモード」に変更します。 

982 

受信モードを「ファクス専用モード」に変更します。 

983 

U モコンアクセスを終了します。 

90 


上記の機能のうち、「外出先からファクスを取り出す方法 （96 の」と「外出先か6ファクス転送番号を変更す 
る方法（954)」じついて手順を示します。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 






































第 5 章転送 •リモコン 

外出巧か5ファクスを取り出す 


1 外出先のファクシミリか5本製品に 
ダイヤルずる 


2 本製品が応答し、無音状態の間に暗 

証番号 (3 おの数字 +(*)) を入力ずる 

「ポー」という応答音が闇こえたら、本製品が 
ファクスを受信し、メモリに蓄積しているこ 
とを示しています。 

ファクスがメモリに蓄積されていない場合は、 
音がしません。 


3 「ピピッ」という音が聞こえた5、 

を押ず 

4 外出先の今使用しているファクシミ 
リのファクス番号を入力して最後に 
(#) を S 回巧す 

ファクス番号は最大20巧まで入力できます。 


罐籍 !) フ藻 ff ま号姬送先 


1 外出先のファクシミリか5本製品に 
ダイヤルずる 


2 本製品が応答し、無音状態の間に暗 
証番号 (3 おの数字 +(*)) を入力ずる 

3 「ピピッ」という音が聞こえた5、 
@®®を巧ず 

4 新しい転送番号をダイヤルボタンで 

入力して最後に®を2回押ず 

転送番号は最大20巧まで入力できます。 

5 「ピー」という応答音が聞 こえたら、 
(9 )( 0 ) を押して受話器を戻ず 

正しく設定できなかったときは、「ピピピ、ソ」 
という音が闇こえます。もう一度、操作をや 
り直してください。 

- 

•外出先からは「*」や「#」を転送番号として登録 
することはできません。転送番号の間にポーズを入 

れたいときには、^#)を1回押します。 

(#) を2回押すと転送番号の入力終了を表します。 

•受話器を持ったままにしていても、操作しているファ 
クシミリによって回線が切れることがありますので、 
その場合はわう一度かけ直した後、手順2の操作を 
行ってください。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 



電話帳の登録と編集 I 転送•リモコン 



レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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レポ—卜 • リスト 


リストの種類 


本製品では、管理情報や設定内容に関するレポートおよびリストを EP 刷することができます。 EP 刷できるレポ ー 
卜およびリストは、じ(下のとおりです。 

操作の入り口：【メニュー】一【レポート EP 刷】一 


レポート*リスト 

内容 

【送信結果レポート】 

最新の送信•受信履歴200件の中から、送信履歴のみを表示します。また 
は最後に送ったファクスの送信結果を EP 刷します。 

【機能案内】 

本製品の機能一覧を印刷します。 

【電話帳 U スト】 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤル、グループダイヤルに登録されている内 
容を【メモ U 番号順】または【名前順】で印刷します。【メモリ番号順】を 
選択した場合は、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤル 
の、それぞれに登録されている番号順に EP 刷されます。 

【通信管理レポート】 

送信-受信した最新の最大200件分の結果を印刷します。 

【設定内容リスト】 

各種機能に登録-設定されている内容を EP 刷します。 

【着信履歴リスト】 

着信した履歴を印刷します。 

【ネットワーク設定リスト】 

ネットワークの設定内容を EP 刷します。 

【ドラム巧れ EP 刷】 

ドラムユニットを清掃するとさに、感光ドラムのちれの場所を特定するため 
のチェックシートを EP 刷します。詳しくは、^ユーヴーズガイド基本編 
「ドラムユニットの清掃」を参照してください。 

【無線レポート印刷】 

無線 LAN の接続状態や無線 LAN 情報を EP 刷します。 


じ(下のレポートじついては、自動的に EP 刷されるた 
め、設定は不要です。 

クイマー®信が終了すると印刷されます。 

• ホーリングレホート 

ポーリング送信が終了すると EP 刷されます。 

-同報送信レポート 
同報送信が終了すると EP 刷されます。 




記録紙サイズの設定が A4 1ソ外の場合は、レポー 
卜-リストを EP 刷できません。 


送信結果レポートを表示ずる 


送信結果レポートを表示します。表示内容は、送信した最新の最大200件分の結果と詳細じついてです C 


【メニュ ー 】一【レポート EP 刷】一【送 
信結果レポート】一【表示】を押ず 


2 通信結果を選ぶ 


3 く停止/終了>を押ず 
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全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 









































第 6 章レポート•リスト 


レポートの出力を設定する 


送信結果レポートと通信管理レポートの出力に関することを設定します。 


I 送信結果レポートの出力を設定ずる 

ファクス送信後に送信結果を EP 刷するための設定を 
します。 

送信結果レポートの出力設定はじ(下の中から選択で 
きます。 

-オン：送信後(こ毎回自動的(こ EP 刷します。 

-オン+イメージ：【オン】の動作に加えて、ファク 
スの 1 ページ目の画像も EP 刷されます。 

-オフ：通信エラーが発生したときやうまく送信で 
きなかったときに、自動的に EP 刷します。 

-オフ+イメージ：【オフ】の動作に加えて、ファク 
スの1ページ目の画像も EP 刷されます。 

リアルタイム送信時には画像は巧刷されません。 


1 【メニユー】一【フアクス】一【レポー 
卜設定】^【送信結果レポート】を巧ず 


2 EP 刷ずる送信結果レポートの出力設 

定を選ぶ 


3 く停止/終了>を押ず 


pf 管理レポ-卜の出力 剛畐を 醜 

通信管理レポートの出力間隔を設定します。 


1 【メニユー】一【フアクス】一【レポー 
卜設定】一【通信管理間隔】を押ず 


2 m 下の手順で間隔を設定ずる 

1出力間隔を選ぶ 
2開始時間を入力一に K 】 

開始時間は、に0件ごと】【レポート出力し 
ない】じ(外を選択した場合のみです。 

【7曰ごと】を設定したときは、曜日を選択 
してください。 

- 

通信管理レポートの出力開始時間になる前に200件に 
なったときは、通信管理レポートが自動で巧刷されメモ 
リから消去されます。 


3 く停止/終了>を押す 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 


54 





































US 己ダイレクトプリント 


フォルダー構ぶやデータの一質を印刷する 


US 目メモリ内じあるフォルダー構成やデータの一覧を EP 刷できます。 

フォルダーのアイコン、フォルダー名、更新年月日、および時刻が EP 刷されます。 

ファイル形式を表すアイコンまたはサムネイル、ファイルを、ファイルサイズ、更新年月日、および時刻が E 口 
刷されます。 PDF ファイル、 TIFF ファイル、 XPS ファイルの場合は、ページ数も EP 刷されます。 Ep 刷できない 
データのアイコンは「？」で EP 刷されます。 


イン r ックス印刷 


Directory:/ 


己 己 


己 


nii 



2 . 

TEST2 


3. 

TESTS 


2007/10/08 21:31 


2008/01/30 01:14 


2008/02/17 18:38 


4. 5. 

PHOTO_1.JPG PHOTO_2.JPG 

135KB 2008/06/17 14:35 304KB 2007/09/04 05:55 


ろ包を 


sm 


6. 7. 1 团 8. ^2& 9. 

BROTHER_1.PDF BROTHER_2.PDF BROTHER_3.PDF TESTPRN 

224KB 2007/12/21 12:15 213KB 2008/02/08 03:02 231KB 2008/06/27 23:15 4737KB 2007/09/01 01:34 


1 US 巨メモリを US 巨メモリ差込□に接 
続する 

2 【US 目ダイレクトプリント】一【イン 
デックスプリント】を押ず 


"I くスタート>を巧す 

【デバイスを抜かないで下さい】と表示されて 
いる間は US 目メモリをあかないでください。 

4 く停止/終了>を押ず 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB ダイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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第 7 章 US 目ダイレクトプリント 


操作パネルか6印刷の設定をする 


EP 刷に関するさまざまな設定は操作パネルから行います。設定した内容は夕じ変更するまで保をされます。 

操作の入□: 【 USB ダイレクトプリント】一【デフォルト印刷設赶一 


機能の種類 

内容 

【記録紙サイズ】 

EP 刷する記録紙のサイズを設定します。 

【記録紙タイプ】 

EP 刷する記録紙のタイプを設定します。 

【レィアゥト】 

レイアウトを設定します。 

【E 口刷の向き】 

EP 刷する方向を設定します。 

【部単创 

部単位で EP 刷するかどうかを設定します。 

【プリント画質】 

EP 刷の画質を設定します。 

【きれい】を選択すると、 EP 刷に時間がかかることがあります。 

【PDF オプション】 

PDF データを EP 刷するとき、 EP 刷する内容を設定します。 

【インデックスプリント】 

インデックスシートの印刷ち式を「簡易」または「詳細」に設定します。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB ダイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 
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カラートナーが交換時期になっている、もしくは力 
ラーのトナーカートリッジが装着されていない状態 
でファクスを受信すると、ブラ、ソクトナーだけを 
使って自動的(こモノク DEP 刷されます。 

■ J t- — 9 な 

カラートナーが交換時期1こなっている、もしくは力 
ラーのトナーカートリッジが装着されていない状態 
でも、ブラックトナーだけを使ってモノク□コピー 
できます。モノク□コピーをするじは、コピー開始 
時(こくモノクロスタート > を押してください。コピー 
じついての設定は、与ユーザーズガイド基本編 
r コピーの基本」を参照してください。 


カラートナーが交換時期になっている、または力 
ラーのトナーカートリッジが装着されていない状態 
では、 カラー EP 刷を実行できません。このときプリ 
ンタードライバーの設定で[モノクロ]を選択し再 
度 EP 刷し直すと、ブラックのトナーが交換時期に到 
達するまでモノク DEP 刷できます。 

Windows ® の場合 


1 アプリケーションソフトの[フアイ 
ル]メニューか!5 [ EP 刷]を選択ずる 


2 [印刷]ダイア □ グボックスの中で本 
製品のプリンター名を選択し、[プ □ 
パテイ]をクリックずる 


3 [基本設定]タブの[カラー/モノク 
□] か!5 [モノクロ]を選択ずる 



4 [ OK ] をクリックずる 
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必要なとまに巧認してほしいこと 


ブラックトナーのみで EP 刷する 


カラートナーが交換時期になっている、もしくはカラーのトナーカートリッジが装着されていない状態でも、 
ブラ、ソクトナーだけを使って、ファクス受信、コピー、コンピューターか6の EP 刷データをモノク□で EP 刷で 
きます。 


受信したファクスを EP 刷ずる 


コンピューターから EP 刷ずる 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 


USB " タイレクト 
プリント_ 


確認してほしいこと 


全体にかかわる設定ファクス送信 







































































第 8 章必要なときに確認してほしいこと 


Macintosh の場合 


1 アプリケーションソフトの[フアイ 
ル]メニューか!5 [プリント]を選 
択ずる 

2 ポップアップメニューか!5 [ EP 刷設 
定]を選択ずる 

3 [基本設定]の[カラー/モノク〇] 
から [モノク〇]を選択ずる 


3 Brother MFC-XXXX 


3 回 


〔淵 


3 


]因了をい□両面 


©すぺて 
0閒始： 


用化サイズ： 
方向： 


國圆 


'(jp 助巧を 


巧お宙巧: r 普巧巧 


印剧品貞: 〔lUi (600 X 600 dpi ) 叫 
カラー/モノク□:©カラー/モノクロ自助切巧 


給化方ま:I自動選が 


3 


@ f PDF T ) 


〔キャンセル) f ブリント 


4 [プリント]をクリックずる 


全体にかかわる設定 
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ち合いやをずれを補正する 


カラー EP 刷で使用する4色は、色ずれが起きないよう本製品が自動で補正を行います。通常は自動的に行われる 
補正を手動で行つたり、自動補正の頻度を設定することができます。 


I 自動色ずれ補正を強制的に巧う 

自動的に行われている色ずれ補正（画質補正）を強 
制的に行います。 


1 【メ ニユ ー 】 -► 【プリンター】-►【自 
動色ずれ補正】を巧ず 


2 色ずれ補正を巧う場合は【はい】を 
押ず 

自動色ずれ補正が実行されます。 


3 く停止/終了>を巧ず 


■ 色の濃さや色合いを補正ずる 
馆補正） 

カラー EP 刷のミ農さや色合いは、本製品が自動で補正 
しますが、必要に応じて手動で補正できます。 


1 【メ ニュ ー】一【プリンター】一【色 
補正】を巧ず 


2 【色補正実施】または【リセット】を 
選ぶ 

-色補正実施： EP 刷時の濃度特性を測定し、 
補正します。 

-リセット：補正に使うミ農度特性データをエ 
場出荷時の值じ戻した後、補正します。 


3 【はい】を巧ず 

選択した方まで色補正が行われます。 

Windows ® をお使いの方 

プリンタードライバーの[拡張機能]-[そ 
の他特殊機能]一[色補正]を選択し、[接続 
器の測定情報を取得する]をクリ、ソクします。 

Macintosh をお使いの方 

[システム環境設定]-[プリントとファック 
ス]を開きプリンターリストか6使用してい 
る本製品をクリ、ソクします。 

- Mac OSX 10.4.11 は、[プリントキュ ー] 
—[ユーティリティ]をクリック 
- Mac OSX 10.5. x は、[プリントキューを開 
く...]一 [ユーティリティ]をクリック 
- Mac OSX 10.6. x は、[プリント丰ューを開 
く...]—[プリンタ設定]—[ユーティリ 
ティ]一[プリンタユーティリティを開く] 
をクリ 、ソク 

起動したステータスモニターより、メニュー 
バーの[コント□ール]-[色補正]をクリツ 
クします。 


4 く停止/終了>を押ず 


I 自動画質補正の頻度を変更する 

画質補正を自動で行う頻度を設定します。 


1 【メ ニュ ー】一【プリンター】一【補 
正頻度】を巧ず 


2 自動色ずれ補正の頻度を選ぶ 

•画質補正を自動で行う頻度を【普通】【低 
し V ] から選択します。 

-画質補正を自動で行わない場合は【オフ】 
を選択します。 


3 く停止/終了>を押ず 
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■ 色ずれを手動で補正ずる 
(手動色ずれ補正） 

EP 刷した結果、色ずれが感じ6れるときじ手動で数 
値を入力し、補正します。手動色ずれ補正では、は 
じめじ色ずれチャートを EP 刷し、チャートを見なが 
6補正値を設定します。 

色ずれチャートを EP 刷ずる 


1 【メニュー】一【プリンター】一【手 
動色ずれ補正】一【色ずれチャート 
EP 刷】を押ず 


2 くスタート>を押ず 

- 

くモノク□スタート >を押しても色ずれチヤートは力 
ラーで巧刷されます。 


3 く停止/終了>を押ず 


色ずれの補正値を入力する 

EP 刷された色ずれチヤートじは、①〜⑨のパートが 
あります。それぞれのパート(こは、 一12 〜12の25 
本のバーが EP 刷されています。①②③⑩⑧⑨は縦方 
向、④⑥⑥は横方向1こ一直線じ同じミ農さで見える 
バーを探し、表示されている数値を補正值として設 
定します。 

- 

色ずれの補正を行うパートは次のとおりです。 

① マゼンタ左 

② シアン左 

③ イエ□-左 

④ マゼンタ中央 
⑥シアン中央 

⑥ イエ□一中央 

⑦ マゼンタち 

⑧ シアンち 

⑨ イエ□-ち 


1 【メニュー】一【プリンター】一【手 
動色ずれ補正】^【補正値入力】を押ず 


2 補正値を選ぶ 

補正値を修正しない場合は手順4じ進んでくだ 
さい。 


3 手順2を繰り返して⑨〜⑨の補正値を 
入力し、 【0 K 】 を巧ず 


4 く停止/終了>を押ず 

必要に応じて、再度色ずれチャートを EP 刷し 
て、ずれがないか確認してください。 


全体にかかわる設定 


ファクス送信 


ファクス受信 


電話帳の登録と編集 


転送•リモコン 


レポ—卜〇スト 
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文宇を入力する 



発信元登録、電話帳の登録では、画面に表示される丰ーボードを使って文字を入力します。入力できる文字は、 
ひらがな、カタカナ、漢字、アルファベット、数字、記号です。 

コンピューターか6リモートセ、ソトアップ機能を使用して登録することもできます。詳しくは与ユーザーズガ 
イドパソコン活用編「リモートセットアップ」を参照してください。 

I 入力でをる文字 



ボタンを押す回数に応じて入力できる文字が変わります。入力できる文字の種類は設定項目じよって異なります。 


ひ 5 がな 


ボタン入力できる文字 

1ボタン 

入力でさる文字 


□ 

まみむめち 


□ 

やゆよゃゅょ 

口圓 

□ 

らりるれろ 

□圓 

□ 

わをん 


□ 

(濁点、半濁点） 


□ 



カタカナ 


ボタン 

入力できる文字 

ボタン 

入力できる文字 

□ 

アイウエオ 

アイウエオ 

□ 

75ムメモ 

日 

カキクケコ 

日 

ヤユ3ャュョ 

□ 

ヴシスセソ 

□ 

ラ IJ ルレ □ 

1 ク 1 

タチツテトツ 

□ 

ワヲン 

□ 

ナニヌネノ 

□ 

(濁点、半濁点） 

□ 

八ヒフへホ 

□ 



英字 


1 ボタン 

入力できる文字 

ボタン 

入力できる文字 


ABCabc 


TUVtuv 

1 DEF 1 

DEFdef 

1 WXVZ 1 

WXYZwxyz 

回 

GHIghi 


日 

JKLjkl 

1 MNO 1 

MNOmno 


PQRSpqrs 

数字 


ボタン 

入力できる文字 

ボタン 

入力できる文字 

□ 

1 

□ 

7 

日 

2 

□ 

8 

□ 

3 

□ 

9 

□ 

4 

□ 

0 

口 

己 

□ 


□ 

6 

□ 

# 
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記号 


ボタン入力できる文字ボタン入力できる文字 


!?& 


#$€ 


1 

日 

+ - 

LJ 

回 

<> 

EI 

=/ 

回 

[] 


@% * 

回 

0 

□ 

IT ! 

回 

(スぺース）へ_ 


I 文字の入力方法（変更方法) 


文字種の変更、入力した文字の変換•確定などは U 
下のボタンを使って行います。 


ボタン 内容 




入力でさる文字の種類を切り替えます。 
押すたびに 

カタカナ-►アルファベット-►数字- ► 
記号^ひらびな、または^数字^ 

記号ーアルファベット 
の順で切り替わります。 


ひらびなを漢字に変換します。 


蛮換 


入力した文字を確定します。 


確定 


選択中の文字を消去します。 



白 


を押して削除したい文字までカーソ 


ルを移動して押します。 



カーソルを 左ちに移動します。 

同じボタンを続けて入力する場合には、 

を押します。 


- 

変換範囲を変更することはできません。 


I 入力例 

r 鈴木エリ」と入力するときは、下記のようじ操作 
します。 


操作 

四回ホル 

1 

さ 

を3回押す 

す 


，►ィを1回押す 

す 

1 

さ 

を3回押す 

すす 

1 

々•な 

を1回押す 

すず 

1 

け 

を2回押す 

すずさ 

1 

蛮携 

1 

を1回押す 

スズキ 
すずさ 
鈴木 

※画面に変換候補び表 

TJX されます。 

【鈴木】を押す 

鈴木 

1 

卜 謂 

を1回押す 

※入力でさる文字の種 
類び「カタカナ」に 
替わります。 

1 

7 

を4回押す 

鈴木工 

1 

ラ 

を2回押す 

鈴木工 U 


全 


体 

に 


1し 

か 


か 


わ 


る 

設 

定 



フ 

ア 

ク 

ス 


フ 

ア 

ク 

ス 




転 

巧 


U 


モ 


□ 


ン 




U 

ス 

卜 
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記録紙のこと 


本製品で使用できる記録紙じついて説明します。 

I 推奨紙 


記録紙の種類※ 1 

記録紙名 

普通紙 

普通紙（厚め） 

富±ゼ□ックスオフィスサプライ（株） C 2 (上質プリンター用紙） 

(株）リコーマイぺーパー A 4 T 目 

再生紙 

富±ゼ□ックスオフィスサプライ（株） G 70 

光沢紙 

王テ製紙（株） POD グ□スコート] 00 

ラベル紙 

エー ワン レーヴー ラベル28362 

はがさ 

はがさ（郵便事業株式会社製通常郵便葉書） 


:推奨紙をご使用ください。記録紙の種類によっては、うまく印刷でをない場合びあります。 
インクジェット専用紙はご使用にならないでください。本製品の故障の原因となります。 

《2:私製はびさ、往復はびさ、印刷済みはびさは使用でさません。 


参市販されているレーザープリンター用の記録紙をお使いいただくこともできますが、巧刷品質は記録紙に左ちされまず 
ので、推奨されている記録紙をお勧めします。 

•一度に多くの記録紙を購入する前に、試し印刷されることをお勧めします。 


全体にかかわる設定 
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I 記録紙の印刷可能節囲 

記録紙には EP 刷できない部分があります。 

じ(下の図と表に、 EP 刷できない部分を示します。なお、図と表の A 、 目、 C 、 D はそれぞれ対応しています。 

はびを 

D 


は印刷できない部分です。 


(単位： mm) 


サイズ 

モード 

A 

B 

C 

D 

A 4 

ファクス 

3.0 

12.0 (自動縮小 ON 時） 
3.0 (自動縮小 OFF 時） 

1.0 

1.0 

コピー 

4.0 

4.0 

2.0 

2.0 

プ U ン ター 

4.2 

4.2 

4.2 

4.2 

はがさ 

(lOOmmx ]48 mm ) 

コピー 

4.0 

4.0 

1.9 

1.9 

プ U ン ター 

4.2 

4.2 

4.2 

4.2 


- 

巧刷できない部分の数値（表中の A 、 目、 C 、 D ) は、目安として参考にしてください。また、お使いの記録紙やプリンター 
ドライバーによっても値が変わってきます。 
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原稿のこと 


原稿サイズ 


ADF (自動原稿送り装置）じセ、ソトできる原稿サイ 
ズは次のとおりです。これじ(外のサイズの原稿は、 
原稿台ガラスにセットしてください。 


21已 .9 mm 


147.3 mm 



147.3 mm 


挿入ち向 


64 g / m 2 〜 90 g / m 2 (ADF (自動 
原稿送り装置）使用時） 

2 kg (原稿台ガラス使用時） 


挿入ち向 

坪量 

最大質量 

- 

参原稿の種類や形状に応じて 、 ADF (自動原稿送り装 
置）か原稿台ガラスのどちらかを選択してください。 

♦ ADF (自動原稿送り装置）じ原稿があるときは ADF 
(自動原稿送り装置）から読み込まれます 。 ADF (自 
動原稿送り装置）（こ原稿がないときは原稿台ガラス 
から読み込まれます。 


原稿の読み取り範囲 


A 4 サイズの原稿をセットした場合の最大読み取り範 
囲は次のとおりです。 

〈原稿台ガラス使用時〉 

3 mm 3 mm 

-204 nnm - 


3〜 4 mm 


3〜 4 mm 

〈 ADF 使用時〉 


巧端 


読み取り節囲 


後端 


1 mm 1 mm 

— 208 mm — 


3 mm 


291 mm 


3 mm 


巧端 


読み取り節囲 


後端 




参原稿の読み取り範囲は、目安として参考にしてくだ 
さい。 

参原稿を読み取る範囲と記録紙に巧刷できる範囲が異 
なります。づ64ページ「記録紙の巧刷巧能範囲」を 
参照してください。 
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I 製品情報の確認 /E 口刷 

操作の入口：【メニュー】一【製品情報】一 


操作の入□:【メニュー】一【製品情報】一【消耗品寿命】一 


※：増設記録紙トレイ（オプション）装着時のみ表示されます。 

操作の入□:【メニュ ー 】一【プリンター】一【プリンターオプション】一 


- 

参表示される寿命はあ<まで目安です。 

• PF 丰、ソト MP の概算寿命は50,000枚その他の定期交換部品の概算寿命は100,000枚です。 


機能の種類 

内容 

確 

認 

【シ U アル N 0.】 

シリアル番号を表示します。 

【 EP 刷枚数表示】一（表示する項目を選択） 

じ(下の項目について印刷した枚数を表示します。 

•合計 •ファクス/リスト•コピー•プリンター 


機能の種類 

内容 

EP 

刷 

【フオント U スト】 一 （ EP 刷する項目を選択） 

一 <スタート> 

本製品の内蔵フオントを印刷します。 

【プリンター設定】 一く スタート> 

プリンターの設定内容を印刷します。 

【テストプリント】一 < スタート> 

EP 刷の品質をテスト印刷します。 


機能の種類 

内容 

確 

認 

【ドラム寿命】 

ドラムユニットの寿命を表示します。 

【ベルトユニット寿命】 

ベルトユニットの寿命を表示します。 

【ヒーター寿命】 

定着器（ヒーター）の寿命を表示します。 

【レーヴー寿命】 

レーヴーユニットの寿命を表示します。 

【 PF キット MP 寿命】 

多目的トレイ用の□ーラーホルダーと分離パッドの寿命 
を表します。 

【 PF キット]寿命】 

記録紙トレイ]用の□ーラーホルダー、分離パッド、分 
離パッドバネの寿命を表示します。 

【 PF キット2寿命】 

記録紙トレイ2用の□ーラーホルダー、分離パッド、分 
離パッドバネの寿命を表示します。 


製品情報 
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■最新の ドライバーや、ファームウェア（本体ソフトウェア）を入手ずるには 

弊社ではソフトウェアの改善を継続的に行っております。 

最新のドライバーやファームウェアをサポートサイト（ブラザーソリューションセンター）よりダウン□ード 
することでお手元の製品の関連ソフトウェアを新しくしていただくことができます。 

ドライバーを新しくすることで、新しい 0 S じ対応したり、 EP 刷やスキャンなどの際のトラブルを解みできるこ 
とがあります。また、本体のトラブルのあるときは、ファームウェア（本体ソフトウェア）を新しくすること 
で解みできることがあります。 


ダウン□—ド•操作手順について詳しくは、 http :// solutions . brother . co . jp / へ 
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設定機能の初期化 


I 初期化とは 


各種機能の設定内容をお買い上げ時の状態に戻したり、電話帳に登録した情報をすべて消去したりすることが 

了 、考丰す 

初期化できる設定はじ(下のとおりです。 



■初期状態に戻すと、設を-電話帳などの内容は元に戻せません。初期状態に戻す前に、電話帳に登録され 
ている電話番号は EP 刷して保ちしておいてください。与53ページ「レポート*リストの種類」を参照して 
ください。 


■セ丰ュリティ設定□、ソクがオンになっていると、初期状態に戻す機能は使用できません。セキュリティ設 
定□、ソクをオフじしてください。与15ぺージ r セキュリティ設定□、ソクをオフじする」を参照してください。 


機能の種類 

内容 

操作の入 □ 

プリンター設定 

下の項目をお買い上げ時の状態に戻します。 

• エミユ レー ション 
-プリンターオプション 
• 両面 EP 刷 
-印刷 カラー 

【メニュー】一【プリンター】一 
【プ U ンターリセット】 

機能設定 

コピー、ファクスなどを種機能でご使用(こあわ 
せて設定した内容をお買い上げ時の状態に戻し 
ます。 

【メニュ ー 】一【初期設定】一 
【リセット】一【機能設定】 

ネ、ソトワーク設定 

ネ、ソトワークに関して設定した内容をお買い上 
げ時の状態(こ戻します。 

【メニュ ー 】一【初期設定】一 
【リセット】一【ネットワーク】 
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機能の種類 

内容 

操作の入 □ 


L ソ下の項目の設定をお買い上げ時の状態に戻し 
ます。メモリに受信したファクスデータも消去 
されます。未読のファクスがないかをあ6かじ 
めご確認ください。 

-お客様の名前-電話番号 
-セキュ U テイ設定□ックで設定したパスワー 
ドと設定内容 

-発信履歴（再ダイヤル機能） 

• 送付書のコメント 
-同報送信する相手先 


電話帳-ファクス 

-タイマー送信する相手先 
-リモート起動番号 
-電話帳の内容 
-グループダイヤルの内容 
• 着信履歴の内容 

-ファクス転送先の内容と転送設定 
-メモリの内容（受信データ） 

- PC ファクス受信データの未転送分（コン 
ピューターに車な送したファクスのデータは消 
去されません） 

-リモコン暗証番号 
-通信管理レポート 
-送信結果レポート 

【メニュ ー 】一【初期設定】一 

の登録情報 

【リセット】一【電話帳&ファクス】 

全設定 

上記すベて(こ関して設定した内容をお買い上げ 

【メニュ ー 】一【初期設定】一 

時の状態に戻します。 

【リセット】一【全設定】 


I 初期化のしかた 


1 【メニュー】一【初期設定】または【プリンター】一【リセット】または【プリンター 
リ セット】 を押したあと、初期化ずる内容を選択ずる 

表の「操作の入り□」を参照してください。 


2 【はい】を押ず 

【いいえ】を押すと、設定メニューじ戻ります。 


3 初期化を完了ずる 

-プリンター設定を初期化する場合 
く停止/終了 >を押します。 

-プリンター設定じ(外を初期化する場合 
【はい】を押します。 

再起動しないと設定は初期化されません。 
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I 増設記録紙トレイ 2 ( LT -300 CL ) 

増設記録紙トレイ2は最大500枚 （80 g / m 2 ) の記録紙をセットすることができます。 



本製品への取り付け方法は、増設記録紙トレイ2 ( LT -300 CL ) じ付属の説明書をご覧ください。 


メモリを増設する 


メモリ容量を増やすことができます。本製品には 128 M 目の標準メモリと別にメモリボードを追加することがで 
きるス□、ソトが1つあり、最大で合計 384 M 目まで容量を増やすことができます。増設することじよって、本製 
品の性能が向上します。 

I 使用できるメモリボード 


本製品に増設できるメモリボードは次のとおりです。 


タイプ 

144ピンおよび] 6ビットの出力 

CAS レイテンシイ 

4 

ク□ック周波数 

267 MHzii (± (己 33 M 目/ s / pin ) 

容量 

64 M 目から2已 6 M 目 

DRAM タイプ 

DDR 2 SDRAM 

高さ 

30.0 mm 


推奨メモリボード 


メーカー名 

型番 

容量 

Kingston 

KTH - LJ 20] 已 /]28 

128 MB 

Kingston 

KTH - LJ 20] 已/2已6 

2已6 MB 

Transcend 

TS 128 MHP 422 A 

128 MB 

Transcend 

TS 2 己 6 MHP 423 A 

2己6 MB 
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メモリボードを取り付ける 


メモリボードの取り付け-取り外しのとさ 
は、電源スイッチび OFF になっているこ 
と、コンセントから電源コードび抜いてあ 
ることを確認してください。コンセントか 
ら電源コードを抜かずに取り付け-取り外 
しをすると感電する恐れびあります。 


準備ずる 

1電源スイッチを OFF にずる 
2電話機コードを取り外ず 

本製品の背面と壁側の電話機コンセントか 
6両方とも外して < ださい。 

3電源コードをコンセントか5抜いて、本製 
品から電源コードを取り外ず 
4接続されているケーブルを取り外ず 


2 DIMM カバーと DIMM メタル カバー 
を外ず 


DIMM メタルカバー 


DIMM カバー 



3 メモリボードの両端を持つ 

- 

■ メモリボードは、わずかな静電気でも内部が破 
損する恐れがありますので、必ず金属製の物(こ 
触れて静電気を除去してぐださし、 

■ メモリボードの表面(こは触れないようじしてく 
ださい。 


4 メモリボードを取り付ける 

•両端をもったまま、メモリボードの切り欠 
きとス□、ソトの端子の凸部分を合わせるよ 
つじ差し込みます。 

-ス□、ソト両側じある□、ソクが開いているこ 
とを確認して、カチ、ソと音がするまでメモ 
リボードを倒します。 

-ス□、ソト両側じある□、ソクがしっかりとは 
まっていることを確認してください。 





メモリボードを取り外すときは、押さえている□ックを 
開いてメモリボードの両端を持ってまっすぐに引きあい 
てください。 


R カバーを取り付ける 

1 DIMM メタルカバーを取り付ける 
2 DIMM カバーを取り付ける 

0 元の状態に戻ず 

1接続していたケーブルを取り付ける 
2電源スイッチが OFF になつていることを確 
認して、電源コードを本製品に接続ずる 
3電話機コードを取り付ける 
4電源プラグをコンセントに差し込み、電源 
スイッチを ON にする 




本製品のメモリサイズは、設定内容リストで確認できま 
す。与53ページ「レポート-リストの種類」を参照し 
てください。 
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Microsoft ® Internet Explorer ® 6.□■ LU 上び必要です。 
ヴードパーティ製の US 目ポートはヴポートしていません。 
ネットワーク接続によるプ U ント機能のみ 


参最新のドライバーは、サポートサイト（ブラザーソリユーシヨンセンター） （ httpy / solutions . brother . co . jp /) でご確 
認ください。 

•お使いの機能により、必要な動作環境は異なります。 CPU のスペックやメモリの容量に余裕があると、動作が安定します。 


第8章必要なときに確認してほしいこと 


動作環境 



CPU / 

システムメモ u 

必要な 

メモリ 

推奨 

メモリ 

必要なディスク容量 

フ说※2 

0 S 

ドライバ- 

その 

ソフトウェア 

Windows ® 《 ] 

Windows ® 2000 
Professional 


64 MB 





Windows ® XP 
Home Edition 

Intel ® Pentium ® II 
プ□セツヴ相当 

128 M 巳 

2己 6 M 巳 




Windows ® XP 
Professional 



1己日 M 巳 

己0 0 M 巳 


Windows ® XP 
Professional x 64 
Edition 

64ビツトのプ□セツヴ 
( Intel ® 64または 
AMD 64) 

2己 6 M 巳 

512 MB 




Windows Vista ® 

Intel ® Pentium ® 4 
プ□セツヴ相当 
( Intel ⑥64または 
AMD 64) 

512 M 巳 

1 G 巳 

已〇 0 MB 



Windows ® 7 

1 G 巳 

(32- bit ) 

2 G 巳 

(64- bit ) 

1 G 巳 

(32- bit ) 

2 G 巳 

(64- bit ) 

6己 0 M 巳 

1.2 GB 

USB 2.0. 

lO / lOOBase-TX 

(イーサネット)、 

Windows Server ^ 
2003 《 3 

Intel ® Pentium ® III 
プ□セツヴ相当 





無線 

( IEEE 802.1 lb / 呂） 

Windows Server ^ 
200 3 《 3 x 64 
Edition 

64ビツトのプ□セツヴ 
( Intel ⑥64または 
AMD 64) 

2己 6 M 巳 

己 12 M 巳 




Windows Server ^ 
2008 ^3 

Intel ® Pentium ® 4 

64ビツトのプ□セツヴ 
相当 

( Intel ⑥64または 
AMD 64) 

己 12 M 巳 

2 G 巳 

己日 MB 

なし 


Windows Server ® 
2008 《3 r 2 

64ビツトのプ□セツヴ 
相当 

( Intel ® 64または 
AMD 64) 






Macintosh 

Mac OS X 104.1 K 
10.5 .x 

PowerPC G 4/ G 己 

Intel ® Core ™ プ□セッヴ 

己 12 M 巳 

1 GB 

8日 MB 

400 MB 

USB 2.0. 

lO / lOOBase-TX 

(イーサネット)、 

無線 

( IEEE 802.1 lb / 呂） 

Mac OS XI 0.6 .x 

Intel ® Core ™ プ□セッヴ 

1 G 巳 

2 G 巳 


12 3 
※※※ 
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用語集 


圓あ^_ 

•アイコン 

画面上で、ファイル、フォルダー、またはプ□グ 
ラムなどを示す絵文字です。 

•アプリケーションソフトウェア 

ワープ□や表計算など、ユーザーが直接触って操 
作するソフトウェアです。 

•インターフェイス 

コンピューターと周辺装置のようじ、機能や条件 
の違うものの間で、データをやりとりするための 
八ードウェアまたはソフトウェアです。 

•ウィザード 

Windows ® 2000 / XP、Windows Vis ね®などで、 
インストール作業を半自動化してくれる機能で 
す。 

♦液晶ディスプレイ 

本製品の液晶表示パネルです。 

•才ートマチックドライバーインストーラー 

ネ、ソトワーク環境で本製品を使う場合、簡単にド 
ライパーをインストールできるツールです。付属 
の CD - ROM か6操作できます。 

0 f ぐ /-^ 

標準仕様に対し、お客様の希望に応じて変更でき 
る機能です。 

画か_ 

• ''毎夕お关戶 

海外通信モードを設定すると、ゆっくりとしたス 
ピードで通信します。国内でも通信状態の悪いと 
ころへ通信するときは、海外通信モードに設定し 
ておくと、確実(こ通信できます。 

• 回線種別 

電話に使われているダイ^リングの方まです。発 
生したパルスを数えて横化するダイ^ル式と、周 
波数をお化して判別するプッシュ式があります。 

♦ 解像ド 

画像を読み取る細かさ、あるいは EP 刷する際の画 
像のきめ細かさ（滑6かさ）を表す単位です。ス 
丰ャナーの場合は、1インチ （2.54 cm ) の寸法原 
稿を何画素で読み取れるかを表し、プリンターの 
場合は、 EP 刷原稿1インチの寸まじ何ドットで EP 
字ができるかを表します。解像度が高くなるとい 
うことは、画像を細かく読み取れたり、きめ細か 
く EP 刷できたりするということです。 

•機密ポーリング 

受信側のファクス操作で暗証番号を入れること 
じよって、送信側のファクス(こセットしてある原 
稿を暗証番号が合っているときじだけ自動的(こ 
送信させる機能です。 


•キャリアシート 

新闇•雑誌のルさい切りあきや、メモ書き、破れ 
た原稿、反っている原稿などの状態の悪い原稿を 
はさんで、ファクス送信やコピーするとき(こ使い 
ます。本製品で使用するときは、原稿台ガラス面 
をお使いください。 

•原稿台ガラス 

コピーやファクスのときじ原稿を置くところで 
す。ここか6原稿を読み取ります。 

• 公衆回線 

一般のアナ□グ電話回線です。 

画さ__ 

• 親切受信 

ファクスを着信したときに間違えて本製品じ接 
続されている電話機の受話器を取ってしまった 
ときでも自動的じ本製品がファクス受信を行う 
機能です。 

•スタックコピー 

複数枚の原稿を複数部コピーする場合に、1枚目 
を希望お数分、2お目を希望お数分のようじコ 
ピーしてい < ことです。 

•スプリッタ 

ADSL という通信サービスを利用するときじ必 
要な機器のひとつ。音声信号とデータ信号を分け 
たり重ねたりする機能を備えています。 
•セキュリティ IP フィルター 

ネ、ソトワーク上の指定したコンピューターから 
のみ、本製品のアクセスやプリントを許可するこ 
とができます。または、任意のコンピューターか 
らのアクセスや EP 刷を拒否することもできます。 
特定のコンピューターか6の EP 刷を拒否するこ 
とで、 EP 刷じよる機密情報の漏瑰防止や、他の 
ワークグループからの不正 EP 刷防止じよる経費 
削減効果が期待できます。 

•セキュリティ EP 刷 

コンピューターか6文書の EP 刷を指示するとき、 
パスワードを設定して本製品のメモリじデータ 
を保をします。 EP 刷するときは、本製品の操作パ 
ネルからパスワードを入力することで EP 刷がで 
きます。機密文書などを EP 刷するときじ活用でき 
ます。 

•セキュリティ機能□ック 

ユーザーごとにパスワードを割り当て、コピー/ 
スキャナー/ファクス送受信/プリンターの利用 
を制限できる機能です。 

•ソートコピー 

複数おの原稿を複数部コピーする場合に、原稿1 
部すベてコピーした後、再度1ページ目からコ 
ピーし、希望部数分コピーしていくことです。 
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画た_ 

• タイマー送信 

指定した時刻に送信する機能のことです。深夜や 
早朝など、電話料金が割引される時間帯を利用し 
て通信すると経済的です。 

♦ダイヤル制限 

ファクス送信を禁止したり、誤って間違った相手 
じファクスを送信しないようじ制限する機能で 
す。ファクスを送信する前に番号を確認してから 
送ることができます。 

♦タスクパー 

画面の上じあるプ□グラムの起動やフォルダーの 
表示のためのボタンを配置してある場所のことで 
す。 

♦多目的トレイ （ MP トレイ） 

本製品で記録紙トレイ(こセ、ソトできない種類や 
サイズの記録紙を設定できるス□、ソトです。 

♦定着ユニット 

紙に転写されたトナーを熱で定着するところです。本 
製品のディスプレイでは「ヒーター」と表示されま 
す。 

♦デバイス 

八ードディスクやプリンターのような、コン 
ピューターで使用される八ードウェアのことで 
す。 

♦デュアルアクセス 

1つの機能の動作中に別の機能を並行して処理で 
きることです。 

♦電話呼び出し機能 

ファクスメッセージがメモリに蓄えられると、外 
出先の電話に知らせる機能です。 

• 同報送信 

ひとつの原稿のファクスの送信時(こ、複数の送信 
先を設定して一度(こ送信させる機能です。 

• トナー 

炭素を主成分とした粉末。画像の部分じトナーを 
付着させ、紙に転写し定着させることでコピーお 
よび EP 刷が行われます。 

• トナーセーブ （ トナー節約モード） 

使用するトナーを節約して EP 刷する機能です。 

• ドライバー 

本製品に付属されているソフトウェア。コン 
ピューターと周辺機器の橋渡しを行います。プリ 
ンタードライバーやス丰ャナー機能などを持っ 
ています。 

♦ ドラムユニット 

記録紙に画像を転写するための丸い筒状の部品 
です。磨耗1こより劣化すると EP 刷品質に影響が化 
るので交換する必要があります。 


•とりまとめ送信 

メモリじ蓄えられているタイマー送信用のデー 
夕を、同一の相手ごとじまとめてタイマーで指定 
された時間に送信する機能です。 

■な _ _ 

• ナンバー-ディスプレイサービス 

「ナンバー-ディスプレイサービス」はかけてき 
た柜手の電話番号が受話器を取る前に、電話機等 
のディスプレイじ表示されるサービスです。ご利 
用になるじは別途電話会社へのお申し} A みが必 
要です。 

•ファクス転送 

ファクスメッセージがメモリに蓄え6れると、外 
出先のファクスじ転送させる機能です。 

•プリンタードライバー 

アプリケーションソフトウェアのコマンドをプ 
リンターで使用されるコマンドに変換するソフ 
トウェアです。 

•ポーリング通信 

受信側のファクス操作で送信側のファクスじ 
セットしてある原稿またはメモリに蓄積されて 
いる原稿を自動的(こ送信させる機能です。 

圓ま_ _ 

•メモリ送信 

ファクス原稿を初めに読み取り、それをメモリに 
蓄えてか6送信する機能です。 

•メモリ代行受信 

記録紙がセ、ソトされていないときなど、着信した 
データをいったんメモリに蓄えておく機能です。 

圓6- - 

• リアルタイム送信 

データをメモリに蓄えず、原稿を読み取りながら 
送信する機能です。原稿のお数が多い場合でもメ 
モリオーバーすることなく送信できます。 

• リダイヤル 

相手先が話し中のときなど、再びダイ^ルをする 
ことです。 

• U モート受信 

本製品に接続された電話機か6本製品を操作す 
る機能です。 

• リモートセットアップ 

本製品に対する機能設定をコンピューター上で 
簡単に行うことができる機能です。 
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• リモコンアクセス 

外化先から本製品をリモートコント □ ールして 
操作を行う機能です。外出先の電話からリモート 
起動番号を入力することで、さまざまな設定を行 
元ます。 

♦ ルーター 

ネットワーク間 （ LAN と LAN 、 LAN と WAN ) の 
接続を行うネ、ソトワーク機器の一つです。 

• □グオン（□グイン） 

コンピューターやシステムでアクセスするとき 
じ行う操作です。 

M 数字_ 

• 2 in 1 

2おの原稿を縮小し、1枚の記録紙にコピーする 
機能です。 

• 4 in 1 

4枚の原稿を縮小し、1枚の記録紙にコピーする 
機能です。 

HAtoZ _ 

• ADF 

自動原稿送り装置。コピー、ファクス、スキャン 
するときじ、まとめてセットしておけば自動的に 
原稿を1おずつ送り、読み取ります。 

• ADSL 

通常の電話回線（アナ□グ回線）で従来使ってい 
なかった帯域を利用してデータを高速に伝送す 
る通信サービスです。 

• BRAdmin Light / 目 RAdmin Professional 

ネットワークプリンターなどネ、ソトワークに接 
続されたデバイスの管理を行うことができる 
ユーティリティソフトウェアです。付属の CD - 
ROM か 6 インストールできる目 RAdmin Light 
は、 IP 取得方まや IP アドレスなどの設定ができ 
ます。 

より詳細な設定や管理ができる 

BRAdmin Professional は、サホートサイトか 

6ダウン□ー ドできます。 

• CSV 形式 

Comma Separated Value の略。レ〕ード中の名' 
フィールドを、コンマ（，）を区切りとして列挙 
したデータ形式です 。 Microsoft Excel などの表 
計算ソフトウェアでは、 CSV 形式でのデータ化 
力、データ入力機能が用意されています。 

• DPI 

Dot Per Inch の略で、1インチに .54 cm ) 幅じ Ep 字 
できるド、ソト数を表す単位で、解像度を示しま 
す。 


• ECM 通信 _ 

Error Correction Mode の略。通信中雑音などじ 
より送信データが影響を受けても、自動的に影響 
を受けた部分だけ送り直し、画像の乱れのない通 
信を行います。送信側-受信側ともじ ECM 機能 
を持っていないと ECM 通信は行われません。 

• FTP 

File Transfer Protocol の略。インターネットや 
イントラネ、ソトなどの TCP / IP ネ、ソトワークで 
ファイルを転送するときじ使われるプロトコル 
のことです。 

• JPEG 

画像データを保をするファイル形式のひとつで 
Joint Photographic Experts Group の略 0 写真 
などの圧縮に劾果的な圧縮方式です。 

• IP フオン 

インターネ、ソトを利用した通信方まで、多くのプ 
□バイダーで行っている格安な電話サービスの 
総称です。一般電話回線と違い、インターネット 
の混み具合じよって雑音が入ったり、通話が途切 
れるなどの問題が発生する場合があります。この 
ような場合、ファクスでは通信エラーが発生しま 
すので、送受信できません。 

•に DN 

NTT が行っている総合デジタル通信網サービス 
です。 「 INS ネット64」では、デジタル回線で電 
話とファクスを同時に使用することができます 
ので、アナ□グ回線2本と同様な使い方ができま 
す。 

• LAN 

Local Area Network の略で、同一のフ□アやビ 
ルなどじあるコンピューター同±を接続した 
ネ、ソトワークのことです。 

• 0 C 曜能 

Optical Character Reader の略。手書きの文字 
や EP 字された文字を光学的に読み取り、前もって 
記1意された文字のパターンと照合して文字を特 
定し、文字データ1こ変換する機能のことです。 

• 0 S 

Operating SysteriK オペレーティングシステム） 
の略で、コンピューターの基本ソフトウェア群で 
す。 Windows ® Mac も OS のひとつです。 

• PC / AT 互換機 

IBM 社が開発したパーソナルコンピューター 
( IBM . PC / AT ) の互換コンピューターじ付いたを 
称です。日本では DOS / V コンピューターともい 
われます。 

• PC ファクス受信 

受信したファクスをコンピューターで画像デー 
夕として保をできる機能です。 
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• PC ファクス送信 

コンピューターのアプリケーションで作成した 
E 口刷データをファクスとして送信する機能です。 
あ6かじめ、 PC ファクスの電話帳に相手先を登 
録しておくことで、ファクスの宛先を簡単に指定 
することができます。また、送付書を添付して送 
信することもできます。 

• PDF 

電子形式書類のひとつで 、 Portable Document 
Format の略。 PosCcript をべースとしたフォー 
マツトで 、 Adobe Reader というソフトウエアを 
使用して閲覧できます。 

• Presto! PageManager 

書類や写真のス丰ヤン、シェア、分類などの操作 
ができるソフトウェアです。プリンタードライ 
バーをインストール時じ同時じインストールで 
きます。また、付属の CD - ROM か6個別にイン 
ストールすることちできます。 

• Scan to 機能 

本製品でス丰ヤンした原稿をネ、ソトワークを通 
じて送信することができる機能です。本製品で 
は、ス丰ヤン to OCR 、 ス丰ヤン to FTP の機能 
を使用できます。 

• TIFF 

画像データを保をする形式のひとつで Tagged 
Image File Format の略。データの型を表すタグ 
じよって、ひとつの画像データの中(こさまざまな 
種類の画像形式の情報を保をできます。 

• TWAIN 

ス丰ヤナーなどの画像入力装置と、グラフィック 
ソフトなどのアプリケーションとの間のイン 
ターフェイス(こ関する規格です。 TWAIN 対応の 
機器を使用するためじは、 TWAIN ドライバーを 
コンピューターじインス I -ールする必要があり 
ます。 

• US 目ケーブル 

US 目は 、 Universal Serial Bus (ユニパーサルシ 
リアルバス）の略。八ブを介して最大127台まで 
の機器をツリー状に接続できるケーブルです。機 
器の接続を自動的に認識する機能や、コンピュー 
夕一の電源スイ、ソチを ON じしたままコネクタの 
接続ができるホ、ソトプラグ機能を持っています。 

• Vcards (vcf 形式） 

電子メー ルで個人情報をやり取りするための規 
格。電子メールの添付ファイルの機能を拡張し 
て、氏を、電話番号、住所、会社名などをやり取 
りできます。この規格に対応するアプリケーショ 
ン間では、ち信時(こ情報が自動的(こ更新されま 
す。 

• WIA 

Windows Imaging Acquisition の略でイメージ 
スキャナーなどの画像入力装置用プロトコルで 
す。 


• Windows® 2000/XP/ 

XP Professional x64 Edition 、 

Windows Vista® 、 Windows® 7 

Microsoft 社が開発した OS で、それぞれ XP は 
2001年 、 XP Professional x 64 Edition は2005 
年、 Vis ねは2007年、 Windows ® 7 は2009年に 
発売されました。 
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